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令和７年度令和７年度

予算予算

令和７年度 令和７年度 私私たちのたちのお金お金は  こんなは  こんな事業事業にに使使われますわれます‼‼

　
（
福
）樅
の
木
福
祉　

会
の
山
の
子
学
園
共
同

村
の
敷
地
内
に
新
た
に

施
設
を
建
設
し
、
建
設

費
用
に
つ
い
て
町
と
法

人
が
按
分
し
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

建
設
費
の
内
、
生
活

介
護
事
業
分
は
起
債

（
過
疎
債
）及
び
交
付

税
措
置
の
対
象
と

な
り
ま
す
。　
　

　
な
が
わ
ご
ん
の
フ　

ル
デ
マ
ン
ド
運
行
を
引

き
続
き
行
い
、
利
便
性

と
運
行
効
率
向
上
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
長
野

県
が
導
入
を
推
進
し
て

い
る
地
域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ 

ー
ド
導
入
事
業
を
実

施
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
を
行
い
、
併

せ
て
利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。　

　
工
事
請
負
費
は
安　

全
確
保
の
た
め
に
ク
ワ 

ッ
ド
リ
フ
ト
の
駆
動
部

分
を
更
新
す
る
も
の
。

需
用
費
は
圧
雪
車
他
の

修
繕
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

解
禁
に
向
け
て
必
要

な
備
品
を
購
入
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
業

に
辺
地
対
策
事
業
債

１
億
２
７
０
０
万

円
を
充
て
ま
す
。

障がい者等福祉施設整備
障がい者等福祉施設整備

事業補助金事業補助金

11億億22,206,206万万22千円千円

町内巡回バス運行委託事業
町内巡回バス運行委託事業

巡回バス「ながわごん」運行委託
巡回バス「ながわごん」運行委託

66,0,08989万万44千円千円

地域連携ＩＣカード導入事業
地域連携ＩＣカード導入事業  

685685万万33千円千円

たかやまスキー場管理事業
たかやまスキー場管理事業

11億億4,7764,776万万55千円千円

需用費（修繕費）
需用費（修繕費）1,0331,033万万77千円千円

工事請負費 工事請負費 11億億2,7502,750万円万円

備品購入費備品購入費 700700万円万円

　

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
型　

で
開
始
さ
れ
た
“
な
が
わ

ご
ん
”
は
概
ね
そ
の
目
的

は
達
成
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
運
行
時
間
の

制
限
は〝
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
”

で
、
課
題
で
あ
る
乗
車
人

数
増
加
は
最
適
配
車
計
画

（
AI
）の
作
成
で
、
解
決
で

　

き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー　

は
、
障
が
い
等
の
理
由
で

一
般
就
労
が
困
難
な
方
や

生
活
困
窮
者
の
方
に
就
労

の
機
会
を
提
供
し
て
、
自

立
支
援
施
設
と
し
て
永
ら

く
運
営
し
て
き
ま
し
た
が

老
朽
化
が
進
み
、
令
和
８

年
度
よ
り
樅
の
木
福
祉
会

　

に
業
務
委
託
し
ま
す
。

　

ク
ワ
ッ
ド
リ
フ
ト
の　

駆
動
部
分
の
更
新
工
事
は

設
備
の
交
換
時
期
を
見
据

え
、
従
前
よ
り
計
画
し
て

い
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

来
期
よ
り
の
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
解
禁
を
控
え
、
ボ
ー
ド

に
対
応
す
る
た
め
の
防
護

ネ
ッ
ト
の
設
置
や
看
板
の

　

整
備
を
行
い
ま
す
。

TafukuTafuku

WatanabeWatanabe

HaradaHarada
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令和７年度 令和７年度 私私たちのたちのお金お金は  こんなは  こんな事業事業にに使使われますわれます‼‼

　
「
ド
ッ
ク
と
地
区
特　

定
検
診
」
は
隔
年
で
受

診
で
す
が
、
検
診
内
容

は
生
活
習
慣
病
に
対
応

し
、
無
料
の
検
査
項
目

と
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
多

少
費
用
は
か
か
り
ま

す
が
必
要
度
に
応
じ

受
診
で
き
る
検
査
が

あ
り
ま
す
。
健
康
は

「
早
期
発
見
・
早
期

治
療
」
で
す
よ
。

一
般
廃
棄
物
処
理
場　

で
扱
う
ゴ
ミ
処
理
費
用

に
使
わ
れ
ま
す
。
粗
大

ゴ
ミ
手
数
料
は
、
業
者

に
支
払
う
運
搬
処
理
料

の
３
割
を
町
民
が
、
差

額
の
７
割
を
町
が
負

担
し
て
い
ま
す
。
単

価
が
10
年
前
の
ま
ま

で
あ
る
た
め
今
年
度

よ
り
手
数
料
が
見

直
さ
れ
ま
す
。　

　
常
備
消
防
費
は
上　

田
地
域
広
域
連
合
本
部

費
負
担
金
、
長
和
町
消

防
団
２
２
９
名
の
活
動

を
支
え
る
非
常
備
消
防

費
、
施
設
費
で
は
防
火

水
槽
看
板
５
箇
所
の

更
新
に
94
万
円
、
防

災
対
策
費
は
県
防
災

行
政
無
線
更
新
工
事

負
担
金
２
千
万
円

が
主
な
支
出
。　

健康づくり費 検診事業
健康づくり費 検診事業

1,9981,998万万99千円千円

依田窪病院委託料 
依田窪病院委託料 1,1951,195万万55千円千円

健康づくり事業団外 
健康づくり事業団外 715715万万99千円千円

システム委託料 
システム委託料 4747万万99千円千円

ゴミにも私たちの税金が
ゴミにも私たちの税金が

使われています！
使われています！

ごみ処理手数料（資源ごみ・
ごみ処理手数料（資源ごみ・

粗大ごみ・有害ごみ等）
粗大ごみ・有害ごみ等）

11,,315315万円万円

消防費総額消防費総額

22億億5,8285,828万千円万千円

常備消防費 常備消防費 11億億7,3557,355万万22千円千円

非常備消防費 
非常備消防費 4,5174,517万円万円

消防施設費 消防施設費 198198万万22千円千円

防災対策費 防災対策費 3,7573,757万万66千円千円

　

最
近
の
異
常
気
象
に　

起
因
し
て
増
え
る
災
害
や

火
災
に
対
し
て
備
え
る
消

防
費
と
し
て
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
町
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
た
め
の
予
算
で

す
。
町
民
の
皆
様
に
も
日

頃
か
ら
防
災
の
意
識
を
持

ち
、
行
政
と
協
働
し
て
頂

　

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
か
ら　

出
る
ゴ
ミ
の
そ
の
後
に
つ

い
て
は
な
か
な
か
考
え
る

機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ゴ
ミ
処
理
に
か
か
る
お
金

や
環
境
へ
の
負
担
も
考
え

「
い
つ
か
は
そ
れ
が
ゴ
ミ

に
な
る
」
こ
と
を
意
識
し

て
日
頃
の
買
い
物
を
し
て

　

い
き
た
い
で
す
ね
。

　
「
人
間
ド
ッ
ク
」約
１　

万
６
千
円
。「
地
区
特
定
検

診
」
約
１
万
円
の
お
金
が

町
か
ら
受
診
者
に
補
助
金

と
し
て
出
て
い
ま
す
。
今

年
か
ら「
血
管
年
齢
測
定
」

も
無
料
で
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
受
診
率
は
45
％

程
で
す
。
健
康
は
自
分
で

　

守
り
ま
し
ょ
う
。HataHata

AbeAbe

OginoOgino
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令和７年度令和７年度

予算予算

　
土
地
や
建
造
物
等　

の
固
定
資
産
税
や
公
図 

・林
班
図
、森
林
簿
等
の

資
料
作
成
の
た
め
に
よ

り
精
度
の
高
い
写
真
が

要
求
さ
れ
、
画
素
寸
法 

・資
格・撮
影
後
の
検

定
等
を
考
え
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
の
撮
影
を

実
施
。
費
用
は
参
加

市
町
村
の
面
積
割

で
す
。　
　
　
　

　
町
長
な
ど
の
特
別　

職
３
名
の
人
件
費
、
長

和
町
正
規
職
員
95
名
と

１
年
毎
の
契
約
で
勤
め

る
会
計
年
度
任
用
職
員

１
３
０
名
の
人
件
費
、

役
場
の
窓
口
や
作
業

な
ど
業
務
委
託
で
働

く
㈱
共
立
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
勤
務
の
76

名
に
充
て
る
委
託

料
で
す
。　
　
　

　
厳
し
い
財
政
運
営　

の
中
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
よ
る
Ｐ
Ｒ 

効
果
や
宿
泊
補
助
、
体

験
メ
ニ
ュ
ー
等
、
来
町

に
繋
が
る
返
礼
品
の
経

済
波
及
効
果
や
歳
入

が
伸
び
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
鋭

意
取
り
組
む
べ
き
重

点
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
ま
す
。　

農地や防災にも写真情報を活用！
農地や防災にも写真情報を活用！

航空写真共同撮影負担金
航空写真共同撮影負担金

1,3141,314万万11千千円円

行政に携わる「行政に携わる「人」に掛かる人」に掛かる費用費用

特別職人件費特別職人件費 4,3414,341万万22千円千円

正規職員正規職員 77億億5,6845,684万万11千円千円

会計年度任用職員
会計年度任用職員 22億億9,1999,199万万55千円千円

包括業務委託包括業務委託 11億億9,2299,229万万99千円千円

1212億億88,,454454万万77千円千円

ふるさと納税基金に 2,100 万円！
ふるさと納税基金に 2,100 万円！

ふるさと納税運営費
ふるさと納税運営費

3,4193,419万円万円

　

職
員
等
合
計
３
０
４　

名
の
人
に
掛
か
る
費
用
の

合
計
は
12
億
円
余
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
議
会
議
員

10
名
の
報
酬
手
当
は
３
１ 

５
９
万
３
千
円
で
す
。
歳

入
の
内
、
町
民
税
・
固
定

資
産
税
な
ど
の
町
税
は
７ 

億
１
９
３
４
万
４
千
円
、

町
債
は
３
億
７
６
８
０
万

　

円
を
見
込
み
ま
す
。

SatoSato

TatsunoTatsuno

　

上
田
市
・
東
御
市
と　

共
同
で
実
施
。
青
木
村
は

見
送
り
、
土
地
面
積
の
少

な
い
坂
城
町
は
目
視
で
確

認
。
長
和
町
は
令
和
４
年

に
７
１
６
万
円
で
空
撮
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
当
初

予
算
は
９
１
５
万
円
。
農

地
や
空
き
家
対
策
へ
の
利

　

活
用
を
望
み
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
成　

功
自
治
体
は
、
人
気
返
礼

品
が
あ
り
知
名
度
が
高
い

の
が
特
徴
で
す
。
令
和
７

年
度
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
や
専
属
の
職
員
を
配
置

し
て
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
も
含
め
積
極

　

的
取
組
を
要
望
。
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  令和７年度一般会計・特別会計予算を可決しました！　

町のお金はどんな事業に使われる？

令和７年度令和７年度

予算予算
一般会計一般会計 6060億億7,8007,800万円万円

特別会計 特別会計 2121億億8,3108,310万円万円

令和７年度 長和町会計別予算額
会　計　名 ７年度予算額 ６年度予算額 増減額

 一般会計 60 億7,800万円 59 億7,300万円 1億 500万円

国民健康保険特別会計 8 億 5,900万円 7億 8,000万円 7,900万円

国民健康保険歯科診療所事業特別会計 1,000万円 1,500万円 △ 500万円

後期高齢者医療特別会計 1億1,070万円 9,520万円 1,550万円

介護保険特別会計 11億 200万円 11億 900万円 △700万円

同和地区住宅新築資金等貸付特別会計 740万円 710万円 30万円

観光施設事業特別会計 9,400万円 9,260万円 140万円

 特別会計合計 21億8,310万円 20 億 9,890万円 8,420万円

合　　計 82億6,110万円 80 億7,190万円 1億 8,920万円

令和７年度 上水道事業会計予算額　
科　目 　金　額 内　容　

収益的収支
事業収益 2億5,461万円 給水収益 1億3,991万円 , 他会計補助金 3,080万円 他

事業費用 3億797万円 減価償却費 1億5,381万円 , 支払利息等 1,638万円 他

　注）収益的収支とは、水道料金などの収入と、運営に必要な維持管理費、減価償却費などの支出を表します。

資本的収支
資本的収入 4,498万円 他会計補助金 4,408万円 他

資本的支出 8,714万円 建設改良費 254万円 , 企業債償還金 8,359万円 他

　注）資本的収支とは、施設の建設や更新に関する投資的な収入と支出を表します。

令和７年度 公共下水道事業及び排水処理施設事業会計予算額　
科　目 　金　額 内　容　

収益的収支
事業収益 4億4,842万円 下水道使用料 1億197万円 , 補助金 1億982万円 他

事業費用 4億5,926万円 減価償却費 3億1,199万円 , 支払利息等 1,481万円 他

資本的収支
資本的収入 2億344万円 企業債 1億500万円 , 補助金 9,844万円 他

資本的支出 3億4,225万円 建設改良費 6,636万円 , 企業債償還金 2億7,489万円 他



予算特別委員会審査報告

ながわまち議会だより　R7.5.1 6

  

過
疎
債
を
使
っ
た
依
田
窪
病
院
施

設
等
整
備
事
業
負
担
金
は
今
後
も
行 

っ
て
い
く
予
定
か
。

  

病
院
施
設
整
備
費

用
や
医
療
機
器
購
入

費
に
つ
い
て
、
そ
の

１
／
２
か
つ
市
町
で

按
分
し
た
町
負
担
分

を
、
今
後
も
過
疎
債

を
充
て
て
負
担
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

  

国
際
交
流
事
業
で
は
７
年
度
は
ガ

バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
予
定
は
あ
る
か
。
ま
た
、
い

つ
か
ら
始
め
る
の
か
。

  

７
年
度
も
予
定
し
て
い
る
。
募
集

期
間
が
３
ヶ
月
に
限
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
黒
耀
石
大
使
第
６
期
生
を
募

集
す
る
夏
頃
に
併
せ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

  

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
・
創
業
移
住

支
援
事
業
の
支
給
要
件
は
。

  

移
住
支
援
金
は
、
国
の
補
助
を
活

用
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
長
野
県
と

県
内
市
町
村
が
共
同
し
て
支
給
す
る

も
の
。
令
和
７
年
度
よ
り
「
農
林
水

産
業
に
従
事
し
て
い
る
者
」と「
家
業

等
に
従
事
し
て
い
る
者
」
が
加
わ
り

対
象
者
が
拡
充
さ
れ
る
。

詳
し
く
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

  

和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

《
説
明
》  

上
水
道
事
業
に
お
け
る
こ
れ

ま
で
の
企
業
債（
借
入
金
）元
利
償
還

金
と
今
年
度
事
業
分
の
一
部
を
一
般

会
計
か
ら

上
水
道
事

業
会
計
へ

繰
入
れ
、

上
水
道
事

業
会
計
不

足
分
を
補

填
す
る
。

　

令
和
７
年
度
長
和
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
３
月
12
日（
水
）・
13
日（
木
）の
２
日
間
に
渡
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
活

発
な
質
疑
の
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
、
予
算
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
審
査
の
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

■ 

予
算
特
別
委
員
会
は
、
議
長
と
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
８
名
の
議
員
で
構

成
さ
れ
、
渡
辺
副
議
長
を
委
員
長
に
選
出
、
順
次
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
審
査
報
告

予
算
特
別
委
員
会
で
審
査
！

渡辺予算特別委員長

Ｘ
線
テ
レ
ビ
・
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
空
調
を
更
新

  

全
額
過
疎
債
を
借
入
れ
充
当

全
額
過
疎
債
を
借
入
れ
充
当

実
行
委
員
会
負
担
金
１
２
０

万
円
／
基
金
積
立
金 

な
ど

長
野
県
へ
の
移
住
促
進
を

  

図
る
移
住
支
援
金
２
件
分

和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
光
熱
費
４
５
０
万
円

元
利
償
還
分 

６
３
３
８
万
円

滝
ノ
沢
水
道
整
備
事
業

  

依
田
窪
病
院
施
設
等
整
備
事
業

  
上
水
道
事
業
会
計
へ
の
操
出
金

   

国
際
交
流
事
業

   

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
・
創
業

　
　

移
住
支
援
事
業

   

和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

指
定
管
理
委
託
料

令
和
７
年
度  　
　
　
　

一
般
会
計

予
算

5,6705,670万円万円

271271万万22千円千円

460460万円万円872872万円万円

7,4887,488万円万円

「Ｘ線テレビ装置」を更新　
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ふ
れ
あ
い
の
湯
の
指
定
管
理
料
に

は
、
食
堂
の
分
も
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

  

含
ま
れ
て
い
る
。

  

所
有
者
等
に
調
査
を
行
い
基
礎
資

料
を
作
成
す
る
と
言
う
が
、
空
家
等

実
態
調
査
業
務
委
託
料
に
所
有
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
、
そ
の

内
訳
は
。

  

計
画
準
備
に
64
万
円
、
現
地
調
査

に
２
８
２
万
円
、
意
向
調
査
に
２
０ 

４
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

  

住
宅
建
築
物
の
耐
震
診
断
委
託
料

と
住
宅
建
築
物
耐
震
改
修
事
業
補
助

金
の
説
明
を
。

  

耐
震
診
断
委
託
料
は
、
専
門
家
を

町
民
に
紹
介
し
、
診
断
を
無
料
で
受

け
ら
れ
る
。
改
修
事
業
補
助
金
は
耐

震
改
修
工
事
１
件
に
対
す
る
補
助
金

で
、
補
助
率
は
４
／
５
、
４
月
か
ら

１
１
５
万
円
に
引
き
上
が
る
。

  

広
告
料
と
委
託
料
の
内
訳
は
。

  

新
聞
一
面
掲
載
で
１
５
０
万
円
、

事
業
進
め
る
た
め
の
委
託
や
デ
ザ
イ

ン
料
を
委
託
料
で
想
定
し
て
い
る
。

  
一
過
性
で
終
わ
る
の
で
無
く
、
こ

の
先
も
残
る
も
の
と
し
て
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
や
記
念
パ
ネ
ル
な
ど
も
検
討
し

て
ほ
し
い
。

  

承
知
し
た
。

  

経
営
状
況
は
詳
細
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。
昨
年
３
月
議
会
で
「
指
定

管
理
料
の
積
算
根
拠
の
明
確
化
と
経

営
状
況
の
報
告
」
を
附
帯
決
議
と
し

て
予
算
を
認
め
た
経
過
が
あ
る
。
そ

の
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
令
和
７
年
３

月
の
半
期
決
算
等
を
議
会
へ
示
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

  

担
当
と
し
て
取
締
役
会
に
同
席
し

現
在
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
把
握
し

て
い
る
。
振
興
公
社
と
協
議
し
た
上

で
、
説
明
す
る
機
会
を
設
け
た
い
と

思
う
。

  

温
泉
優
待
券
に
つ
い
て
は
半
減
す

る
予
算
だ
が
、
昨
年
度
、
優
待
券
の

利
用
実
績
が
少
な
か
っ
た
の
か
。

  

令
和
６
年
10
月
か
ら
令
和
７
年
１

月
末
ま
で
の
優
待
券
利
用
実
績
は
、

や
す
ら
ぎ
の
湯
＝
大
人
１
７
８
５
枚

小
人
31
枚
、
ふ
れ
あ
い
の
湯
＝
大
人

６
８
７
枚
、
小
人
16
枚
と
、
利
用
者

は
多
い
状
況
に
あ
る
。
反
面
、
地
域

い
き
い
き
券
の
普
及
や
利
用
率
を
考

え
る
と
、
優
待
券
の
減
額
分
を
「
地

域
い
き
い
き
券
」
へ
補
填
し
た
方
が

町
民
全
体
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
判
断
し
た
。

電
気
料
と
床
暖
房
に
使
わ
れ
る
燃
料

費
が
高
額
で
あ
る
。
床
暖
房
を
止
め

て
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
使
う
な
ど
の

対
策
を
す
る
こ
と
で
削
減
で
き
る
の

で
は
。

  

す
べ
て
を
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
に
し

て
し
ま
う
こ
と
は
難
し
い
建
物
で
あ

る
。
併
用
し
て
暖
房
で
き
な
い
か
検

討
す
る
。

指
定
管
理
料
１
８
５
０
万
円 

施
設
改
修
工
事
60
万
円 

空
き
家
等
実
態
調
査
委
託
料

５
５
０
万
円 

／
空
き
家
改
修

等
補
助
金
２
２
０
万
円 

耐
震
診
断
委
託
料
２
件

17
万
６
千
円 

／
耐
震
改
修
事
業

補
助
金
１
件
１
１
５
万
円 

広
告
料
１
５
０
万
円 

総
務
事
業
そ
の
他
委
託
料

１
４
９
万
２
千
円 

指
定
管
理
料
１
６
０
０
万
円 

源
泉
ポ
ン
プ
入
替
工
事

１
０
４
５
万
円

温
泉
優
待
券
負
担
金
84
万
円

地
域
い
き
い
き
券
負
担
金

７
５
０
万
円 

  

商
工
振
興
費 

負
担
金
補
助
及
び

　

交
付
金

   

ふ
れ
あ
い
の
湯
管
理
事
業

   

空
き
家
活
用
促
進
事
業

   

環
境
衛
生
費 

耐
震
関
連
事
業

   

長
和
町
合
併
20
周
年
記
念
事
業

   
や
す
ら
ぎ
の
湯
管
理
事
業

19101910万円万円

847847万万88千円千円

132132万万66千円千円

300300万円万円

2,7612,761万万77千円千円

3,4873,487万万11千円千円

和田コミュニティセンター玄関ロビーも床暖房
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《
説
明
》  

森
林
環
境
譲
与
税
は
間
伐
や

人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
、木
材
の

利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等
の
「
森

林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
費

用
」
に
充
て
る
も
の
。

  

長
和
町
は
私
有
林
が
非
常
に
多
く

山
が
荒
れ
す
ぎ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
積

極
的
に
対
策
を
取
る
べ
き
で
は
。

  

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
林
道
の
整

備
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
、
別
荘

地
な
ど
の
環
境
整
備
に
充
て
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
森
林
整
備
は
、
林
道

等
の
整
備
を
し
た
上
で
、
森
林
経
営

管
理
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
計
画
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。

  

広
域
的
な
犯
罪
が
増
え
る
中
で
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
を
す
る
予
定
は

  

福
祉
車
両
購
入
補
助
金
で
購
入
す

る
車
の
使
用
目
的
は
何
か
。

  
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
令

和
８
年
４
月
１
日
よ
り
樅
の
木
福
祉

会
へ
事
業
委
託
す
る
の
に
合
わ
せ
、

樅
の
木
福
祉
会
で
購
入
し
、
企
業
セ

ン
タ
ー
か
ら
移
行
す
る
利
用
者
の
送

迎
に
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
納
入

に
日
数
が
掛
か
る
の
で
、
令
和
７
年

度
早
め
の
購
入
を
考
え
て
い
る
。

開
い
た
か
。
ま
た
、
７
年
度
は
ど
う

す
る
計
画
か
。

  

令
和
６
年
度
は
委
員
会
は
開
催
し

て
い
な
い
。
７
年
度
に
は
２
回
開
催

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
が
、
内
容

に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

あ
る
か
。
地
方
創
生
事
業
で
も
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
設
置
に
向

け
て
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

  

こ
の
事
業
は
子
ど
も
の
見
守
り
を

重
点
に
お
い
た
事
業
だ
が
、
今
後
は

そ
の
他
の
区
域
に
つ
い
て
も
設
置
を

検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

  

地
域
防
災
計
画
改
訂
は
、
現
行
計

画
の
更
新
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。
簡
素

化
し
た
計
画
は
作
成

す
る
予
定
は
な
い
の

か
。

  

現
行
計
画
の
更
新

を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
委
託
料
の
中
で

本
庁
舎
の
業
務
継
続

計
画
の
改
訂
も
行
う

予
定
で
あ
る
。
簡
素

化
し
た
計
画
に
つ
い

て
は
、
落
札
し
た
業

務
委
託
業
者
と
協
議

し
、
作
成
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

  

男
女
共
同
参
画
の
取
組
は
ほ
と
ん

ど
進
ん
で
い
な
い
。
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
は
令
和
６
年
度
に
何
回

  

個
別
避
難
計
画
委
託
料
が
、
昨
年

度
よ
り
大
幅
に
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

  

昨
年
は
対
象
者
全
員
５
２
５
人
分

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
作
成

状
況
を
鑑
み
て
、
来
年
度
は
１
０
０

名
分
の
計
上
と
し
た
。

支
障
木
撤
去
等
委
託
料
２
２

７
万
５
千
円 

／
林
道
費
町
単

独
事
業
２
５
０
万
円 

防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
見
守
り

体
制
充
実
事
業
47
万
２
千
円

福
祉
施
設
整
備
事
業
補
助
金

１
億
２
２
０
６
万
２
千
円
／
車

両
購
入
補
助
金
４
０
０
万
円

地
域
防
災
計
画
改
訂
他
委

託
料
４
６
７
万
５
千
円

男
女
共
同
参
画
一
般
経
費

６
万
円

個
別
避
難
計
画
策
定
業
務

委
託
料
70
万
円

   

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
繰
入
金

   

防
犯
対
策
費

   

社
会
福
祉
施
設
費

   

防
災
対
策
費

   

人
権
教
育
費

   

防
災
対
策
費

707707万万55千円千円

469469万万66千円千円 11億億5,1815,181万万22千円千円

3,7573,757万万66千円千円

7979万万77千円千円

3,7573,757万万66千円千円

防犯カメラによる見守り体制を充実します。
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令
和
７
年
度
の
長
和
町
一
般
会
計
予

算
に
賛
成
す
る
主
な
理
由
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
、
脱
炭
素
・
持

続
可
能
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
対
す
る
取

り
組
み
、
急
激
な
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

町
の
人
口
減
少
に
伴
い
、
生
産
性
と

効
率
性
向
上
に
向
け
、
国
の
Ｉ
Ｔ
戦
略

や
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
関
連
し
た
費
用
を

計
上
、
公
共
交
通「
な
が
わ
ご
ん
」で
は

地
域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
を
計
画
し

住
民
の
利
便
性
向
上
。
脱
炭
素
に
は
ソ 

ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
や
住
宅
用
蓄
電
池

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
を
。
ま
た
、
無

償
化
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
２
歳
児

　

令
和
７
年
度
長
和
町
一
般
会
計
当
初

予
算
は
総
額
60
億
７
８
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
１
億
５
０
０
万

円
増
の
予
算
と
な
っ
た
。

　

予
算
編
成
作
業
に
お
い
て
、
多
額
の

基
金
を
取
り
崩
し
て
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
長
和
町
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し

い
財
政
状
況
を
考
慮
し
、
厳
し
い
中
に

お
い
て
も
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
事
業

を
精
査
し
た
、
と
新
年
度
予
算
概
要
に

記
載
が
あ
る
。

　

財
政
の
硬
直
化
が
進
む
中
で
、
住
民

福
祉
の
向
上
を
考
慮
し
つ
つ
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
傾
向
の
課
題
に
歯
止

め
を
か
け
る
べ
く
予
算
編
成
が
な
さ
れ

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
関
す
る
予
算

は
お
よ
そ
５
千
万
円
。
町
の
発
展
を
図

る
に
は
、
協
力
隊
の
知
恵
と
英
知
を
活

か
す
こ
と
が
重
要
で
、
明
確
な
ミ
ッ
シ 

ョ
ン
を
用
意
し
、
活
動
し
や
す
い
指
導

助
言
を
要
望
す
る
。
人
口
減
少
問
題
に

対
応
し
て
、
い
ち
早
く
給
食
費
の
無
償

化
や
通
学
費
補
助
等
の
移
住
定
住
に
向

け
た
取
組
を
行
っ
て
き
た
が
、
ま
も
な

く
全
て
の
市
町
村
で
同
様
の
制
度
が
導

入
さ
れ
る
。
そ
の
時
に
長
和
町
は
選
ば

れ
る
町
に
な
る
の
か
。
改
め
て
農
業
・

観
光
・
自
然
環
境
な
ど
多
方
面
に
「
長

和
町
の
魅
力
」
の
発
掘
が
必
要
と
考
え

る
。

　

以
上
、
長
和
町
の
更
な
る
飛
躍
と
発

展
を
切
に
願
い
、
本
予
算
案
に
賛
成
と

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

　

今
後
、
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
の

施
策
を
実
施
す
る
た
め
、
交
付
金
等
の

財
源
確
保
が
よ
り
一
層
必
要
と
な
っ
て

く
る
が
、
そ
の
交
付
金
に
お
い
て
は
全

国
一
律
の
ば
ら
ま
き
交
付
金
が
少
な
く

な
り
、
自
治
体
が
自
ら
企
画
し
た
案
件

で
他
の
自
治
体
と
争
っ
て
獲
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
交
付
金
が
増
え
、
自
治

体
間
競
争
が
激
化
し
て
き
て
い
る
。

　

多
額
の
基
金
取
り
崩
し
財
政
運
営
か

ら
脱
し
、
財
源
確
保
に
向
け
て
、
自
治

体
間
競
争
で
獲
得
す
べ
き
交
付
金
を
獲

得
で
き
る
企
画
力
が
あ
る
自
治
体
を
目

指
す
こ
と
を
要
望
し
て
、
賛
成
討
論
と

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

ま
で
の
保
育
料
軽
減
や
給
食
費
無
償
化

を
進
め
る
な
ど
、
住
民
生
活
の
維
持
向

上
に
向
け
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
額
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
運
営
す

る
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
住
民
の
全

て
が
満
足
す
る
予
算
を
編
成
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
庁
舎
一
般
管
理
費

な
ど
、
職
員
が
費
用
抑
制
に
目
を
向
け

た
努
力
も
予
算
書
か
ら
読
み
取
れ
る
。

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
毎
年
、
依
田
窪
医

療
福
祉
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
と
し
て

取
り
崩
し
て
い
る
新
町
一
体
感
醸
成
基

金
残
高
も
枯
渇
が
目
前
に
迫
っ
て
き
て

お
り
、
さ
ら
に
財
政
調
整
基
金
も
災
害

等
の
不
足
の
事
態
に
備
え
る
た
め
取
り

崩
し
可
能
額
に
も
限
度
が
あ
り
、
財
政

の
厳
し
さ
は
さ
ら
に
増
し
て
い
く
も
の

と
思
う
。

  

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
予
算

  

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
予
算

  

選
ば
れ
る
町
に
な
る
た
め
に

  

財
源
確
保
へ
企
画
力
向
上
を

！

！

賛
成
討
論

賛
成
討
論

龍野一幸 議員

佐藤恵一 議員
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公
共
施
設
26
か
所
の
屋
根

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
乗
せ
る

調
査
を
行
っ
た
と
い
う
が
。

  

長
和
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
あ
る
48
施
設
に

つ
い
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
が
可
能
か
、
充
分
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
と
れ
る
か
の
２

点
な
ど
を
検
討
し
、
最
終
的

に
26
か
所
に
絞
り
込
み
調
査

業
務
を
行
っ
た
。

  

Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
シ
ス
テ
ム

変
更
で
充
電
時
間
が
短
く
な

る
の
か
。
ま
た
、
現
在
ま
で

の
利
用
実
績
は
。

  

今
ま
で
の
充
電
器
は
蓄
電

池
内
蔵
型
で
、
入
れ
替
え
た

書
館
は
古
文
書
や
行
政
資
料

な
ど
将
来
に
残
し
て
い
く
べ

き
資
料
を
保
管
し
、
一
般
の

方
に
も
情
報
提
供
し
て
対
応

す
る
た
め
に
設
立
し
た
。

  

利
用
者
数
は
。
ま
た
、
小

学
校
の
授
業
に
活
用
さ
れ
て

い
る
か
。

  

令
和
５
年
度
は
７
０
０
人

ほ
ど
の
見
学
者
利
用
者
が
あ 

っ
た
。
最
近
も
和
田
小
学
校

３
年
生
が
「
昔
の
道
具
調
べ
」

で
来
館
し
、
長
門
小
学
校
に

は「
千
歯
こ
き
」な
ど
の
古
民

具
を
貸
出
し
て
い
る
。

  

障
が
い
者
自
立
支
援
シ
ス

テ
ム
の
改
修
内
容
は
。

  

制
度
改
正
に
よ
る
も
の
で

就
学
前
障
が
い
児
の
発
達
支

援
無
償
化
に
係
る
認
定
手
続

き
の
簡
素
化
と
、
同
一
世
帯

の
複
数
児
童
の
上
限
額
管
理

  

長
和
の
里
歴
史
館
・
文
書

館
の
利
用
者
及
び
設
立
の
目

的
は
。

  

町
内
外
か
ら
見
学
者
利
用

者
が
お
り
、
歴
史
資
料
の
閲

覧
調
査
が
可
能
で
あ
る
。
文

急
速
充
電
器
は
電
力
稼
働
型

で
あ
る
。
電
力
稼
働
型
は
そ

の
ま
ま
の
電
力
で
充
電
で
き

る
。
和
田
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
昨
年
９
月
に
入
替
・
12
月

末
現
在
で
18
件
、
古
町
は
２

月
に
入
替
・
２
月
末
現
在
３

件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
で
あ

る
。

  

障
が
い
者
自
立
支
援
シ
ス

テ
ム
改
修
費
の
見
積
の
内
訳

は
。

  

制
度
改
正
対
応
シ
ス
テ
ム

一
式
99
万
５
千
円
＋
導
入
作

業
費
37
万
５
千
円
＋
消
費
税

13
万
７
千
円
で
あ
る
。

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
５
３
０
８
万
１
千
円
を
減
額
す
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
推
進
事
業

及
推
進
事
業
再
エ
ネ
の
最
大

再
エ
ネ
の
最
大

限
導
入
の
た
め
の
計
画
づ
く
り

限
導
入
の
た
め
の
計
画
づ
く
り

支
援
事
業

支
援
事
業
２
７
１
万
１
千
円
減

２
７
１
万
１
千
円
減

障
が
い
福
祉
費

障
が
い
福
祉
費

障
が
い
者
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム

障
が
い
者
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム

改
修
１
５
０
万
７
千
円
増

改
修
１
５
０
万
７
千
円
増

文
化
財
保
護
費

文
化
財
保
護
費

長
和
の
里
歴
史
館・文
書
館
運

長
和
の
里
歴
史
館・文
書
館
運

営
事
業

営
事
業
2828
万
４
千
円
減

万
４
千
円
減

田福光規 委員長

社
会
文
教
常
任
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会
は

３
月
６
日（
木
）に
委
員
会

を
開
催
。
付
託
さ
れ
た
条

例
案
、
令
和
６
年
度
補
正

予
算
案
、
令
和
７
年
度
特

別
会
計
予
算
案
、
指
定
管

理
者
の
指
定
な
ど
に
つ
い

て
審
査
し
、
す
べ
て
の
議

案
が
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長
／ 

田
福 

光
規

　
副
委
員
長
／ 

阿
部
由
紀
子

　
　
委
員
／ 

龍
野 

一
幸

　
　
　 

　
　
羽
田 

公
夫

　
　
　 

　
　
森
田 

公
明

　

長
和
町
議
会 

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
27
日（
木
）か
ら
３

月
21
日（
金
）ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
案
15
件
、
補
正

予
算
案
９
件
、
令
和
７
年
度
予
算
案
10
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
２
件
な
ど
の
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
・
同
意
・
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た

の
で
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

３
月
３
月
議
会
議
会

令
和
６
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）に
つ
い
て

住
民
生
活
課

保
健
福
祉
課

教
育
課

311311万万11千円千円減減

948948万万66千円千円増増

3030万万11千円千円減減

千歯扱き



況
で
あ
り
、
町
も
広
報
等
で

ス
タ
ッ
フ
の
募
集
を
か
け
て

い
る
。
な
が
と
歯
科
と
協
議

を
続
け
て
い
く
。

９
１
１
円
、
令
和
５
年
度
45 

万
２
７
５
７
円
で
あ
り
、
１

年
で
約
５
万
円
増
加
し
て
い

る
。
医
療
費
が
増
加
す
る
と

保
険
給
付
費
も
併
せ
て
増
加

す
る
こ
と
に
な
り
、
保
険
給

付
費
だ
け
で
７
８
０
０
万
円

ほ
ど
の
増
額
と
な
る
。

で
は
所
得
割
８
・
43
％
、均
等

割
４
万
９
０
７
円
、
令
和
６

年
度
か
ら
所
得
割
９
・
45
％
、

均
等
割
４
万
４
３
６
５
円
に

増
額
と
な
っ
て
い
る
。

ず
が
９
５
９
円
、
お
か
ず
の

み
が
９
１
５
円
で
、
利
用
者

負
担
金
は
ご
飯
と
お
か
ず
が

４
８
０
円
、
お
か
ず
の
み
４ 

３
０
円
で
あ
る
。
配
食
数
が

減
っ
て
い
る
理
由
に
は
、
民

間
の
宅
配
業
者
や
移
動
販
売

車
等
、
食
の
支
援
に
関
す
る

選
択
肢
が
増
え
て
い
る
こ
と

も
あ
る
と
考
え
る
。

活
性
化
と
い
う
目
的
で
委
託

に
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。

  

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る

資
料
館
と
し
て
条
例
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
指
摘

の
よ
う
に
実
際
の
運
用
状
況

か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ

り
、
資
料
館
と
し
て
残
す
べ

き
か
、
観
光
宿
泊
を
主
目
的

と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
担
当

部
署
や
所
有
者
と
の
協
議
な

ど
、
整
理
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
う
。
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和
田
歯
科
診
療
所
の
診
療

日
が
少
な
い
理
由
は
。

  

ス
タ
ッ
フ
の
不
足
に
よ
り

予
約
制
で
運
営
し
て
い
る
状

  

前
年
度
の
予
算
総
額
と
比

較
す
る
と
７
９
０
０
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
根
拠
は
な
に
か
。

  

県
か
ら
示
さ
れ
る
試
算
額

を
も
と
に
計
上
し
て
い
る
。

長
和
町
の
一
人
当
た
り
医
療

費
は
、
令
和
４
年
度
40
万
４ 

  

保
険
料
が
増
額
と
な
る
理

由
は
何
か
。

  

令
和
６
年
度
よ
り
保
険
料

率
が
変
更
と
な
っ
た
。
令
和

２
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

  

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

数
と
単
価
は
。
食
数
が
減
る

と
し
た
理
由
は
何
か
。

  

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

数
は
毎
月
30
名
前
後
。
配
食

の
委
託
単
価
は
ご
飯
と
お
か

  

資
料
館
の
建
物
と
し
て
の

指
定
管
理
が
メ
イ
ン
で
あ
る

は
ず
だ
が
、
事
業
計
画
書
で

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
指

定
管
理
の
在
り
方
と
し
て
整

合
性
に
疑
問
が
あ
る
が
。

  

資
料
館
の
維
持
管
理
が
主

で
あ
り
、
そ
の
上
で
有
効
活

用
の
た
め
の
自
主
事
業
を
す

る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

  

テ
レ
ワ
ー
ク
や
宿
泊
事
業

を
行
う
の
で
は
あ
れ
ば
、
文

化
財
施
設
と
し
て
指
定
管
理

に
だ
す
の
で
は
な
く
、
町
の

令
和
７
年
度
予
算
総
額
11
億
２
０
０
万
円

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
９
０
０
万
円
を
減
額
す
る
。

令
和
７
年
度
予
算
総
額
８
億
５
９
０
０
万
円

令
和
７
年
度
予
算
総
額
１
億
１
０
７
０
万
円

令
和
７
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
を
㈱
米
屋
鐵
五
郎
と
す
る
。

　

  

指
定
管
理
者
か
ら
提
出
さ

れ
た
利
活
用
の
目
的
は
素
晴

ら
し
く
、
地
域
の
活
性
化
と

和
田
宿
の
振
興
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
施
設
の
設

置
目
的
の
『
資
料
館
』
と
し

て
の
活
用
が
明
記
さ
れ
て
い

な
い
。
町
か
ら
、
今
後
の
管

理
体
制
や
所
管
部
署
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
の
答
弁
が
あ

る
こ
と
、
指
定
管
理
期
間
が

４
月
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
指
定
期
間
を
令
和
７

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
31
日
の
１
年
間
と
す
る

修
正
案
が
議
員
よ
り
提
出
さ

れ
、
全
員
賛
成
に
よ
り
修
正

案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。　
　
　
　
（
抜
粋
）

議
員
提
出
に
よ
り
指
定

議
員
提
出
に
よ
り
指
定

管
理
期
間
を
変
更
す
る

管
理
期
間
を
変
更
す
る

修
正
案
を
可
決
！

修
正
案
を
可
決
！

令
和
７
年
度 

長
和
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

令
和
６
年
度 

長
和
町
国
民
健
康
保
険
歯
科
診
療
所
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

令
和
７
年
度 

長
和
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）

予
算
に
つ
い
て

令
和
７
年
度 

長
和
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に 

つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定（
長
和
町
資
料
館「
羽
田
野
」）に
つ
い
て
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備
品
設
置
場
所
は
ど
こ
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

  

保
管
場
所
は
、
広
域
避
難

場
所
の
空
き
具
合
を
確
認
し

な
が
ら
分
散
し
て
設
置
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

  

３
月
議
会
で
の
補
正
と
な 

っ
て
い
る
が
、
委
託
契
約
の

契
約
日
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

  

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

の
契
約
だ
が
、
突
発
的
な
費

用
へ
の
対
応
も
考
慮
し
年
度

末
で
の
補
正
と
な
っ
た
。

か
っ
た
と
捉
え
て
い
い
か
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
将
来
的
に

は
ど
う
す
る
の
か
。

  

シ
ス
テ
ム
自
体
は
構
築
で

き
て
い
る
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
で
払
っ
て
頂
く
お
金
は

一
般
会
計
に
入
り
、
異
な
る

口
座
等
に
対
応
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
一
部
に
つ
い
て

は
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
た

も
の
。
将
来
的
に
は
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

  

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

作
成
数
の
目
標
な
ど
は
定
め

て
い
る
の
か
。

  

作
成
目
標
と
し
て
は
、
対

象
の
避
難
行
動
要
支
援
者
５ 

２
５
人
全
員
と
し
て
い
る
。

  

補
正
対
応
の
防
災
部
品
は

何
を
購
入
す
る
の
か
。

  

簡
易
ベ
ッ
ト
50
台
、
段
ボ 

ー
ル
ベ
ッ
ト
50
台
、
パ
ー
テ 

ー
シ
ョ
ン
20
セ
ッ
ト
、
大
型

テ
ン
ト
２
張
り
を
申
請
し
て

い
る
。

  

消
火
栓
改
修
工
事
２
箇
所

場
所
と
、
そ
の
内
容
は
。

  

工
事
箇
所
は
、
小
茂
谷
地

区
、
桜
町
地
区
の
各
１
箇
所

で
、
事
故
に
よ
り
消
火
栓
が

破
損
し
た
も
の
で
あ
る
。

  

消
火
栓
は
老
朽
化
に
伴
う

更
新
の
見
込
み
は
あ
る
か
。

  

老
朽
化
に
よ
る
更
新
に
つ

い
て
は
、
設
備
の
状
況
を
鑑

み
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

  

委
託
料
を
減
額
し
た
内
訳

は
何
か
。

  

運
行
業
務
委
託
契
約
時
の

差
金
を
減
額
す
る
も
の
。

  

委
託
料
を
減
額
し
た
の
は

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
で
き
な

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
５
３
０
８
万
１
千
円
を
減
額
す
る
。

個
別
避
難
計
画
策
定
業

個
別
避
難
計
画
策
定
業

務
委
託
料

務
委
託
料  

令
和
６
年
医
療

令
和
６
年
医
療

機
関
等
に
策
定
委
託
す
る
実

機
関
等
に
策
定
委
託
す
る
実  

人
数
人
数
5050
人
分
に
減
額

人
分
に
減
額

防
災
対
策
費
備
品
購
入

防
災
対
策
費
備
品
購
入

新
し
い
地
方
経
済
生
活
環
境

新
し
い
地
方
経
済
生
活
環
境  

創
生
交
付
金（
地
方
防
災
緊
急

創
生
交
付
金（
地
方
防
災
緊
急

整
備
型
）を
１
／
２
充
て
る

整
備
型
）を
１
／
２
充
て
る

消
火
栓
改
修
負
担
金

消
火
栓
改
修
負
担
金

上
水
道
事
業
会
計
へ
操
出

上
水
道
事
業
会
計
へ
操
出

巡
回
バ
ス
運
行
業
務
委

巡
回
バ
ス
運
行
業
務
委

託
料
託
料

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
機
器

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
機
器

等
導
入
委
託
料

等
導
入
委
託
料

総
務
経
済
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会
は

３
月
７
日（
金
）に
委
員
会

を
開
催
。
付
託
さ
れ
た
条

例
案
、
令
和
６
年
度
補
正

予
算
案
、
令
和
７
年
度
特

別
会
計
補
正
予
算
案
、
事

業
会
計
予
算
案
な
ど
に
つ

い
て
審
査
し
、
す
べ
て
の

議
案
が
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長
／ 

佐
藤 

恵
一

副
委
員
長
／ 

荻
野 

友
一

　
　
委
員
／ 

原
田 

恵
召

　
　
　 

　
　
小
川 

純
夫

　
　
　 

　
　
渡
辺 

久
人

佐藤恵一 委員長

絶好のスキー日和（ブランシュたかやまスキー場）

令
和
６
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）に
つ
い
て

総
務
課

385385万万55千円千円増増

5555万万11千円千円増増5858万万11千円千円減減

298298万万22千円千円減減

332332万万55千円千円減減
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町
ま
で
回
っ
て
こ
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
。

  

令
和
６
年
度
の
全
国
の
起

債
計
画
額
が
地
方
債
計
画
額

を
上
回
っ
た
た
め
、
減
額
調

整
さ
れ
た
結
果
、
当
町
の
要

望
額
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

ず
過
疎
債
を
充
当
す
る
形
と

な
っ
た
。

  

令
和
７
年
度
か
ら
、
相
続

人
が
い
な
い
方
と
の
契
約
の

解
除
を
進
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

度
よ
り
本
格
的
に
運
用
し
た

い
の
で
条
例
及
び
要
綱
の
整

備
を
行
い
た
い
。

  

辺
地
対
策
事
業
債
の
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
部
分
に
つ

い
て
は
、
他
の
市
町
村
等
に

割
り
振
ら
れ
た
た
め
に
長
和

　

本
条
例
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
以
降
に
向
け
対
応

す
る
た
め
行
政
上
必
要
な
手

続
き
で
あ
り
、
一
番
に
、
㈱

マ
ウ
ン
ト
長
和
の
業
績
を
伸

ば
す
た
め
の
手
立
て
で
あ
る

こ
と
を
考
え
、
こ
の
条
例
に

賛
成
す
る
。

　

た
だ
し
、
今
後
の
㈱
マ
ウ

ン
ト
長
和
の
新
規
の
事
業
計

画
や
事
業
概
要
、
ま
た
、
収

支
に
関
し
て
は
あ
ら
た
め
て

報
告
し
て
頂
き
た
い
。

　

本
条
例
の
中
に
あ
る
キ
ャ

ン
プ
場
に
つ
い
て
、「
令
和
６

年
度
開
設
し
た
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
は
、
条
例
に
な
い
も
の

で
料
金
を
取
り
運
用
し
た
の

か
」
と
の
問
に
、「
本
年
度
実

施
し
た
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
は

試
験
的
に
運
用
し
た
」
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
。

　

町
の
施
設
利
用
に
試
行
期

間
が
あ
る
わ
け
が
な
く
、
条

例
で
な
け
れ
ば
規
則
や
要
綱

で
定
め
る
と
の
発
言
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
も
曖
昧
で
理
解

で
き
な
い
。

　

た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
に
お

い
て
は
、
従
前
よ
り
レ
ン
タ

ル
ス
キ
ー
に
つ
い
て
も
曖
昧

で
あ
る
と
指
摘
し
て
き
た
。

き
ち
ん
と
し
た
説
明
が
で
き

て
な
い
。
先
送
り
し
て
で
も

条
例
に
つ
い
て
専
門
家
の
判

断
を
仰
ぐ
よ
う
に
す
る
べ
き

で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
こ

の
条
例
改
正
に
反
対
す
る
。

  

夏
山
リ
フ
ト
の
運
用
開
始

に
向
け
て
、
㈱
マ
ウ
ン
ト
長

和
か
ら
収
支
計
画
は
出
て
い

る
か
。

  

国
定
公
園
に
係
る
変
更
に

つ
い
て
は
非
常
に
時
間
が
か

か
る
の
で
、
冬
季
の
リ
フ
ト

運
行
状
況
を
夏
季
に
置
き
換

え
て
概
算
料
金
と
し
て
計
上

し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
入
り

込
み
状
況
と
合
わ
せ
て
、
夏

山
リ
フ
ト
の
収
支
計
画
に
つ

い
て
は
改
め
て
報
告
す
る
。

  

本
年
度
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

を
開
設
し
た
と
思
う
が
、
条

例
化
し
て
い
な
い
。
条
例
に

定
め
ず
に
料
金
を
取
っ
て
運

用
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

  

本
年
度
実
施
し
た
キ
ャ
ン

プ
サ
イ
ト
は
試
験
的
運
用
と

し
て
実
施
し
た
。
令
和
７
年

  

下
位
の
階
級
に
降
格
し
た

場
合
、
退
職
報
奨
金
も
下
が

る
の
か
。

  

そ
れ
ま
で
在
籍
し
た
最
高

階
級
が
適
用
と
な
り
、
勤
続

年
数
が
加
算
さ
れ
る
。

  

長
和
町
に
は
勤
続
30
年
以

上
の
対
象
と
な
る
団
員
は
い

る
の
か
。

  

現
在
は
い
な
い
が
、
近
年

中
に
30
年
に
達
す
る
団
員
が

出
て
く
る
見
込
み
で
あ
る
。

勤
続
年
数
が
30
年
を
超
え
る
非
常
勤
消
防
団
員
に
つ
い
て
、
退
職
報

奨
金
の
額
を
定
め
る

ス
キ
ー
場
の
夏
期
営
業
に
向
け
て
、
夏
山
リ
フ
ト
料
金
及
び
キ
ャ
ン

プ
サ
イ
ト
料
金
を
定
め
る
。
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

出
入
口
の
上
と
下
の
２
か
所

の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

  

法
律
相
談
料
、
弁
護
士
謝

礼
金
と
あ
る
が
、
支
出
の
予

定
は
あ
る
の
か
。

  

防
犯
カ
メ
ラ
の
使
用
料
や

リ
ー
ス
料
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
こ
に
設
置
す
る
の

か
。

  

ふ
れ
あ
い
の
郷
別
荘
地
の

令
和
７
年
度
予
算
総
額
９
４
０
０
万
円

た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
管

た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
管

理
費
理
費

改
修
工
事
に
充
て
る
財
源
を

改
修
工
事
に
充
て
る
財
源
を

辺
地
債
か
ら
過
疎
債
に
組
替

辺
地
債
か
ら
過
疎
債
に
組
替

荻野議員

原田議員

産
業
建
設
課

00 円円組替組替

長
和
町
営
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

反
対
討
論

賛
成
討
論

長
和
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
奨
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
７
年
度 

長
和
町
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
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８
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う
！

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、３
月
４
日（
火
）５
日（
水
）に
一
般
質
問
が

行
わ
れ
、
８
人
の
議
員
が
町
の
課
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
　

　

★ 

議
員
の
質
問
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
す
。

　
　
「
議
会
だ
よ
り
」
で
は
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
問
議
員
が
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

１，田
た ふ く

福 光
こ う き

規  議員  …………… P.15
（1）私有林の伐採状況とその対応、特に天然更
　新への対応について

（2）奨学金貸付制度の課題と対応、奨学金返還
　支援助成金の新設の提案について

（3）帯状疱疹予防ワクチン接種への助成の実施
　について

２，荻
お ぎ の

野 友
ともかず

一  議員 …………… P.16
（1）株式会社マウント長和の現状について

（2）指定管理料について

３，龍
た つ の

野 一
かずゆき

幸  議員 …………… P.17
（1）GIS（地理情報システム）活用について

（2）公共交通について

（3）合併２０周年について

４，原
は ら だ

田 恵
えしょう

召  議員 …………… P.18
（1）人口減少対策をしているのか

（2）老健いこいの水害対策をしたのか

（3）災害復旧は終わったのか

（4）合併２０年行事は何をするのか

５，渡
わたなべ

辺 久
ひ さ と

人  議員 …………… P.19
（1）アンケート結果と「長和町デジ田戦略」に
　ついて

（2）地域計画について

６，羽
は た

田 公
き み お

夫  議員 …………… P.20
（1）部活動の地域移行について

７，  佐
さ と う

藤 恵
けいいち

一  議員 …………… P.21
（1）ふるさと納税寄付金は増収となったか

（2）空き家対策の進捗状況、空家の活用の　
　施策

８，阿
あ べ

部 由
ゆ き こ

紀子  議員 ………… P.22
（1）長和町のゴミの問題、これまでと今後

（2）地球温暖化対策実行計画の取り組み
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２
０
２
３
年
12
月
議
会
で
、

奨
学
金
に
つ
い
て
一
般
質
問
を

行
っ
た
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
町
の
取
り
組
み
を

質
し
て
い
く
。

  

町
長  

償
還
の
部
分
で
支
援

制
度
を
創
設
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
、
具
体
的
に
は
、
卒

業
後
地
元
に
戻
っ
た
場
合
や
地

元
企
業
に
就
職
し
た
場
合
な
ど

は
償
還
金
の
減
額
・
免
除
を
行

え
な
い
か
具
体
的
に
検
討
す
る

と
答
弁
し
た
。
そ
の
後
、
貸
付

額
の
増
額
、
償
還
期
間
の
延
長

も
含
め
検
討
し
て
き
た
。
実
際

に
奨
学
金
を
借
り
入
れ
て
い
る

学
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
当
事
者
の
意
向
を

確
認
し
、
ま
た
、
企
業
に
よ
る

償
還
金
の
負
担
に
つ
い
て
経
営

者
懇
話
会
に
話
し
た
と
こ
ろ
興

味
を
示
す
企
業
も
あ
り
、
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
る
。
令
和
７

年
度
の
実
施
に
向
け
て
、
現
在

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

  

奨
学
金
の
金
額
を
増
額
す
る

予
定
は
。

  

教
育
課
長  

申
請
者
の
選
択

制
に
し
た
い
と
考
え
る
。
選
択

で
き
る
金
額
は
、
現
行
通
り
の

額
と
、
高
校
等
月
額
３
万
５
千

円
・
大
学
等
５
万
円
の
２
段
階

と
す
る
予
定
で
あ
る
。

  

奨
学
金
の
償
還
期
間
は
。

  

教
育
課
長  

償
還
期
間
は
現

行
通
り
と
し
た
い
。

  「
所
得
基
準
」の
見
直
し
は
。

  

教
育
課
長  

社
会
情
勢
や
物

価
の
上
昇
な
ど
を
考
慮
す
る
と

基
準
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

  

奨
学
金
の「
控
除
額
」の
見
直

し
も
行
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
し

た
。
そ
の
後
の
検
討
状
況
は
。

  

教
育
課
長  

世
帯
を
対
象
と

す
る
控
除
と
就
学
者
本
人
の
控

除
を
同
額
に
し
、
自
宅
通
学
と

自
宅
外
通
学
の
区
分
を
新
た
に

設
け
る
こ
と
で
、
控
除
幅
を
大

き
く
で
き
る
と
考
え
る
。

  
改
め
て
、
奨
学
金
返
還
支
援

助
成
金
の
新
設
を
提
案
す
る
。

そ
の
後
の
検
討
状
況
は
。

  

教
育
長  
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

償
還
減
免
規
定
に
つ
い
て
は
積

極
的
な
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
償
還
免
除
や
給
付
型
の
奨

学
制
度
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ

研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
、
町
内
企
業
に

向
け
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
利

用
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

   

「
長
和
町
奨
学
金
の
貸
与
に

関
す
る
規
則
」
の
見
直
し
は
、

い
つ
行
う
の
か
。

  

教
育
長  

３
月
５
日
の
定
例

教
育
委
員
会
に
基
準
の
見
直
し

案
を
提
出
し
て
ご
承
認
頂
き
、

３
月
中
に
長
和
町
奨
学
金
貸
付

運
営
委
員
会

に
報
告
し
、

４
月
１
日
付

け
の
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て

周
知
す
る
。

  

今
ま
で
に

「
所
得
基
準
」

で
不
合
格
と

な
っ
た
方
の

再
審
査
は
行

う
か
。

  

教
育
長  

奨
学
生
と
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
方
を
３
年
前
ま
で

遡
っ
て
抽
出
し
て
再
判
定
を
行

い
、
奨
学
生
と
認
め
ら
れ
る
判

定
結
果
が
出
た
方
に
は
、
奨
学

金
を
貸
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
お

伝
え
す
る
。　
　
　
　
（
抜
粋
）

奨
学
金
の
金
額
は
増
額
す
る
か

現
行
通
り
の
額
と
増
額
の
選
択
制
に
し
た
い

田福 光規
 議員

　

奨
学
金
貸
付
制
度
の
課
題
と
対
応
、
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金
の
新
設
の
提
案
に
つ
い
て
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㈱
マ
ウ
ン
ト
長
和
の
設
立
の

目
的
は
。

  

産
業
建
設
課
長 

公
設
民
営

事
業
の
役
割
は
地
域
創
生
で
あ

る
こ
と
を
企
業
理
念
と
し
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
企
業
を
目
指

し
設
立
さ
れ
た
。

  

公
設
民
営
の
利
点
は
何
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

町
が
施
設

を
保
有
す
る
こ
と
で
、
有
利
な

補
助
金
や
起
債
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
民
間
運
営
に
は
な

い
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
る
。

  

㈱
マ
ウ
ン
ト
長
和
が
抱
え
る

債
務
は
、現
在
ど
の
く
ら
い
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

㈱
マ
ウ
ン

ト
長
和
が
使
用
料
と
し
て
町
に

納
入
す
べ
き
金
額
は
、
起
債
償

還
分
及
び
町
単
改
修
費
等
を
合

わ
せ
て
約
２
億
３
６
４
０
万
円

で
あ
る
。

  

㈱
マ
ウ
ン
ト
長
和
に
よ
る
返

済
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

返
済
に
つ

い
て
は
年
度
ご
と
金
額
を
決
め

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
が
、
返
済
計
画
は

年
度
ご
と
に
取
り
決
め
、
町
と

の
対
話
も
き
め
細
か
く
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

  

町
と
し
て
㈱
マ
ウ
ン
ト
長
和

に
期
待
す
る
こ
と
、
及
び
具
体

的
な
支
援
策
は
何
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

白
樺
湖
を

中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

誘
客
に
つ
い
て
積
極
的
に
通
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
今
ま
で

実
施
で
き
な
か
っ
た
ス
ノ
ー
ボ 

ー
ド
の
解
禁
や
夏
季
シ
ー
ズ
ン

営
業
を
始
め
と
す
る
新
た
な
取

り
組
み
に
期
待
し
て
い
る
。
現

在
、
東
信
森
林
管
理
署
や
上
田

地
域
振
興
局
環
境
課
と
協
議
し

て
、
国
定
公
園
内
の
用
途
変
更

の
認
可
に
つ
い
て
事
務
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、「
星
降
る
中
部

高
地
の
縄
文
世
界
」
と
し
て
日

本
遺
産
と
な
っ
て
い
る
鷹
山
地

域
を
中
心
に
、
ス
キ
ー
場
の
夏

季
営
業
と
黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
体
験
事
業
を
絡
め
た

新
た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
創
出

や
、
観
光
客
集
客
の
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
㈱
マ
ウ
ン
ト
長
和

と
協
議
を
続
け
て
い
く
。
ブ
ラ

ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
は

長
和
町
に
と
っ
て
大
事
な
観
光

資
源
で
あ
り
、
町
と
し
て
も
で

き
る
限
り
の
支
援
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

  

指
定
管
理
料
を
受
け
て
い
る

団
体
は
ど
こ
か
。

  

総
合
政
策
課
長 

㈱
マ
ル
メ

ロ
エ
イ
ト
・
㈱
長
和
町
振
興
公

社
・
和
田
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
観

光
農
林
業
振
興
組
合
・
農
事
法

人
信
濃
霧
山
ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
・

㈱
米
屋
鐡
五
郎
・
長
和
町
社
会

福
祉
協
議
会
・
社
会
法
人
樅
ノ

木
福
祉
会
と
な
っ
て
い
る
。

  

指
定
管
理
料
に
対
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
の
義
務
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

  

総
合
政
策
課
長 

各
施
設
の

管
理
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て

は
、
基
本
協
定
書
及
び
年
度
協

定
書
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
最

大
の
目
的
は
、
施
設
を
適
正
か

つ
円
滑
に
管
理
す
る
た
め
、
指

定
管
理
者
の
能
力
を
活
用
し
つ

つ
、
地
域
住
民
等
に
対
す
る
サ 

ー
ビ
ス
の
効
果
お
よ
び
効
率
を

向
上
さ
せ
、
も
っ
て
地
域
の
福

祉
の
一
層
の
増
進
を
図
る
こ
と

に
あ
る
。　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

㈱
マ
ウ
ン
ト
長
和
の
現
状
は
ど
う
か

地
域
に
貢
献
で
き
る
企
業
を
目
指
し
て
い
る

荻野 友一
 議員

指
定
管
理
料
と
は
何
か

公
の
施
設
を
管
理
す
る
団
体
に
支
払
う

わんぱ〜く〔kid'sPark〕

　

株
式
会
社
マ
ウ
ン
ト
長
和
の
現
状
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
料
に
つ
い
て
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Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、
ど
の
よ
う
な
目

的
で
、
何
に
活
用
さ
れ
て
い
る

の
か
。

  

町
長  

地
理
空
間
情
報
等
を

庁
内
で
共
有
管
理
で
き
る
「
統

合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」を
構
築
し
、職
員

の
業
務
用
と
し
て
、
事
務
の
効

率
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
的
に
運
用
し
て
い
る
。

  

産
業
建
設
課
長 

主
に
、
固

定
資
産
税
調
査
の
他
、
農
地
利

用
者
の
変
更
時
や
森
林
簿
な
ど

地
域
計
画
策
定
に
必
要
と
さ
れ

る
時
に
使
用
し
て
い
る
。
令
和

２
年
に
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
実

質
化
に
伴
い
使
用
し
た
。
当
初

は
国
の
補
助
が
あ
っ
た
が
、
現

在
は
職
員
が
変
更
・
修
正
を
行 

っ
て
い
る
。

  

令
和
６
年
度
に
農
林
業
セ
ン

サ
ス
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
Ｇ

Ｉ
Ｓ
機
能
を
最
大
限
に
活
用
す

れ
ば
、
調
査
員
が
無
く
て
も
正

確
な
実
態
調
査
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

  

総
合
政
策
課
長 

農
林
業
セ

込
期
間
の
拡
大
を
行
っ
て
電
話

受
付
の
集
中
を
回
避
、
乗
り
合

い
を
増
や
す
た
め
迂
回
時
間
を

拡
大
し
、
途
中
乗
車
が
で
き
る

よ
う
改
善
を
行
っ
た
。
７
年
度

に
は
県
が
推
進
す
る
「
長
野
県

交
通
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
」
に

ン
サ
ス
の
実
施
方
法
に
関
し
て

は
国
か
ら
Ｇ
Ｉ
Ｓ
活
用
が
明
言

さ
れ
て
い
な
い
。
活
用
が
認
め

ら
れ
た
場
合
は
、
示
さ
れ
た
方

法
に
従
い
活
用
し
て
い
く
。

添
っ
て
全
国
の
鉄
道
や
路
線
バ

ス
等
が
現
金
不
要
で
利
用
で
き

る
地
域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
発

行
す
る
。
高
齢
者
で
も
容
易
に

活
用
頂
け
る
よ
う
十
分
な
案
内

を
し
て
い
く
。

  

ま
も
な
く
公
共
交
通
〝
な
が

わ
ご
ん
〟
の
実
証

運
行
が
終
了
す
る

が
、
利
用
者
の
皆

様
か
ら
の
意
見
や

要
望
か
ら
改
善
し

た
点
は
。
ま
た
、

７
年
度
は
ど
の
よ

う
な
展
望
に
な
る

か
。

  

総
務
課
長  

利

  

合
併
か
ら
20
周
年
を
迎
え
る

本
年
、
敬
老
祝
賀
会
や
二
十
歳

を
祝
う
会
の
実
施
予
定
と
行
事

内
容
は
。

  

保
健
福
祉
課
長 

敬
老
祝
賀

会
は
、
①
感
染
症
と
熱
中
症
の

リ
ス
ク
が
高
い　

②
近
隣
市
町

村
で
自
治
体
主
催
の
開
催
の
例

が
無
い　

③
民
生
児
童
委
員
の

用
者
の
要
望
も
あ
り
、
予
約
申

業
務
負
担
が
非
常
に
多
い
、
以

上
の
理
由
で
開
催
し
な
い
こ
と

を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

  

教
育
課
長  

二
十
歳
を
迎
え

る
方
が
組
織
す
る
実
行
委
員
会

の
際
に
、
合
併
20
周
年
の
記
念

と
な
る
セ
レ
モ
ニ
ー
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
提
案
し
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）の
活
用
は

農
地
利
用
や
空
き
家
な
ど
幅
広
く
使
っ
て
い
る

龍野 一幸
 議員

デ
マ
ン
ド
の
実
証
運
行
が
終
わ
り
、展
望
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
し
、利
便
性
を
向
上

合
併
20
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
考
え
は

厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮
し
た
内
容
を
検
討

デマンドバス〝ながわごん〟

　

Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）の
活
用
に
つ
い
て

　

公
共
交
通
に
つ
い
て

　

合
併
20
周
年
に
つ
い
て
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町
の
推
計
に
よ
る
と
、
長
和

町
は
２
０
５
０
年
に
は
、
人
口

が
現
在
の
半
分
の
２
８
０
０
人

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
最

近
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
か
ら
す
る

と
そ
れ
よ
り
も
早
く
半
分
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ

る
。
年
間
に
死
亡
者
が
１
０
０

人
に
対
し
、
出
生
は
10
人
に
足

ら
ず
で
あ
る
。
現
状
と
見
込
み

は
ど
う
か
。

  

総
合
政
策
課
長 

令
和
４
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
の
出
生
者

数
と
死
亡
者
数
及
び
今
後
の
見

込
み
に
つ
い
て
（
令
和
６
年
度

は
令
和
７
年
２
月
13
日
現
在
）

　

  

令
和
４
年
度
＝
出
生
31
人
・

死
亡
１
２
１
人
／
令
和
５
年
度

＝
出
生
12
人
・
死
亡
１
０
７
人

／
令
和
６
年
度
＝
出
生
９
人
・

死
亡
86
人
で
あ
る
。

　
  

出
生
者
数
に
つ
い
て
は
、
令

和
11
年
時
点
で
の
目
標
値
は
25

人
。
死
亡
者
数
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
数
年
約
１
０
０
名
の
方
が

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。
町
の
人

口
は
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
現
在
と
ほ
ぼ
同

じ
水
準
で
推
移
し
て
い
く
と
考

え
て
い
る
。

  

転
入
転
出
の
状
況
は
。

  

総
合
政
策
課
長 

令
和
４
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
転

入
者
数
及
び
転
出
者
数
に
つ
い

て
（
令
和
６
年
度
は
令
和
７
年

２
月
13
日
現
在
）

　

  

令
和
４
年
度
＝
転
入
１
４
７

人
・
転
出
１
３
１
人
／
令
和
５

年
度
＝
転
入
１
３
２
人
・
転
出

１
９
９
人
／
令
和
６
年
度
＝
転

入
１
３
４
人
・
転
出
１
０
３
人

で
あ
る
。
今
後
の
社
会
増
減
の

等
に
つ
い
て
検
討
し
、
魅
力
あ

る
住
宅
団
地
の
造
成
に
つ
い
て

土
地
開
発
公
社
に
お
い
て
検
討

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

　

  

こ
の
他
に
、「
老
健
い
こ
い
の

水
害
対
策
」「
災
害
復
旧
」「
合

併
20
年
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
が
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
議
会
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
５
月
末
に
掲
載
す

る
会
議
録
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
抜
粋
）

見
込
み
と
し
て
は
令
和
11
年
度

時
点
で
９
人
減
を
目
標
と
し
て

い
る
。

  

住
宅
の
確
保
に
つ
い
て
、
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
る
住

宅
は
需
要
に
応
じ
て
供
給
さ
れ

て
い
る
か
。

  

総
合
政
策
課
長 

空
き
家
バ

ン
ク
の
住
宅
の
登
録
数
は
、
現

在
72
件
、
購
入
数
は
50
件
、
取

り
下
げ
及
び
解
体
は
８
件
と
な 

っ
て
お
り
、
残
り
は
14
件
で
あ

る
。

  

な
ぜ
、
住
宅
団
地
を
造
成
し

て
、
人
口
を
増
や
そ
う
と
し
な

い
の
か
。

  

総
合
政
策
課
長 
今
後
の
住

宅
団
地
の
造
成
に
あ
た
り
、
町

内
の
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
つ

つ
、
家
庭
菜
園
付
き
の
住
宅
団

地
や
購
入
し
や
す
い
価
格
設
定

２
０
５
０
年
に
は
今
の
半
分
の
２
８
０
０
人
に

現
在
と
同
じ
減
少
率
で
推
移
の
見
込
み

原田 恵召
 議員

令和７年度 長門小学校入学式

　

人
口
減
少
対
策
を
し
て
い
る
の
か
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係
る
住
民
の
不
満
が
大
き
い
こ

と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

推
測
さ
れ
る
。 「
デ
ジ
田
戦
略
」

で
は
、
若
い
世
代
や
子
育
て
世

代
、
長
和
町
へ
の
移
住
者
、
町

内
在
住
者
の
雇
用
を
確
保
す
る

た
め
、
空
き
家
の
活
用
も
視
野

に
、
企
業
の
誘
致
や
雇
用
の
拡

大
、
良
質
な
仕
事
の
確
保
に
取

り
組
み
、「
企
業
誘
致
の
た
め
の

情
報
収
集
」や「
テ
レ
ワ
ー
ク
の

推
進
」
を
進
め
て
い
く
。

 

「
長
和
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」は
、平
成
27

年
度
か
ら
10
年
間
を
通
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

   

第
１
期
、
第
２
期
共
に
４
つ

の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
実
施
し

て
き
た
が
、
目
標
に
対
し
て
成

果
は
あ
っ
た
の
か
。

  

総
合
政
策
課
長 

第
２
期
総

合
戦
略
の
計
画
期
間
が
本
年
度

（
令
和
６
年
度
）と
な
っ
て
い
る

た
め
、
総
括
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
に
入
っ
て
地
方
創
生
推

進
協
議
会
に
お
い
て
協
議
を
行

い
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

  

令
和
７
年
度
か
ら
は
「
長
和

町
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
総
合
戦
略
」
と
な
る
が
、
ど

の
よ
う
な
施
策
な
の
か
。

  

総
合
政
策
課
長 

令
和
４
年

に
国
が
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
、
町
と
し
て
も
第
２
期
総
合

戦
略
の
計
画
期
間
の
満
了
を
受

け
、
引
き
続
き
人
口
減
少
等
に

立
ち
向
う
た
め
、
国
の
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合

戦
略
」
を
踏
ま
え
た
「
長
和
町

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

総
合
戦
略
」
と
し
て
策
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

  

「
デ
ジ
田
戦
略
」策
定
に
当
た

り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
「
一
般

財
団
法
人 

長
野
経
済
研
究
所
」

に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
も
含
め

て
５
０
０
万
円
で
委
託
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と

基
本
目
標
１
（
地
域
資
源
を
活

か
し
た
地
域
産
業
の
振
興
で
働

い
て
み
た
く
な
る
長
和
町
を
つ

く
る
）
の
回
答
結
果
は
８
施
策

全
て
で
不
満
度
が
満
足
度
を
上

回
っ
て
い
る
、
と
く
に
雇
用
・

働
く
場
所
確
保
・
人
材
、
商
工

業
・
企
業
情
報
発
信
の
不
満
度

が
高
い
（
私
の
評
価
も
ま
っ
た

く
同
じ
）
住
民
も
不
満
を
感
じ

て
い
る
現
実
が
解
っ
た
。
基
本

目
標
１
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

ど
の
よ
う
に
考
察
し
た
か
。

  
総
合
政
策
課
長 

雇
用
創
出

関
係
の「
働
く
場
所
の
確
保
」に

め
た
「
目
標
地
図
」
を
作
成
し
、

地
域
計
画
の
公
表
や
公
告
を
経

て
完
成
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

  

令
和
７
年
４
月
か
ら
農
地
の

貸
借
方
法
が
変
わ
る
と
言
う
が

具
体
的
に
ど
う
な
る
の
か
。
ま

た
、
農
地
所
有
者
に
対
し
て
意

向
調
査
と
周
知
を
行
っ
た
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

こ
れ
ま
で

の
貸
借
は
相
対
契
約
、
農
地
中

間
管
理
事
業
、
農
地
法
第
３
条

の
方
法
で
あ
っ
た
が
、
４
月
か

ら
は
農
地
中
間
管
理
事
業
と
農

地
法
第
３
条
の
み
と
な
る
。

　

   

今
後
の
対
応
で
は
、
３
月
14

日
開
催
の
転
作
委
員
会
に
お
い

て
、
４
月
以
降
の
農
地
の
貸
借

等
に
つ
い
て
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
と
と
も
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
・
Ｎ
ナ
ビ
を
活
用
し

て
周
知
し
た
い
。　
　
（
抜
粋
）

  

昨
年
12
月
～
今
年
１
月
に
か

け
て
「
地
域
計
画
」
策
定
に
係

わ
る
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

「
地
域
計
画
」
と
は
何
か
。

  

町
長  

農
用
地
の
効
率
的
か

つ
総
合
的
な
利
用
に
関
す
る
目

標
等
を
定
め
て
、
農
業
を
担
う

者
と
利
用
す
る
農
用
地
等
を
定

渡辺 久人
 議員

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
成
果
は

 

協
議
会
に
諮
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る

『
地
域
計
画
』
と
は
何
か

将
来
の
受
け
手
を
示
す
目
標
地
図
を
作
成

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と「
長
和
町
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
戦
略
」に
つ
い
て

　

地
域
計
画
に
つ
い
て
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地
域
移
行
の
話
が
出
た
当
初

よ
り
、
受
け
皿
と
な
る
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
体
育
協
会 

・
競
技
団
体
等
に
は
、
説
明
や

協
力
依
頼
を
し
て
き
た
の
か
。

  

町
長  

現
在
、
部
活
動
指
導

者
の
80
％
を
教
職
員
が
行
っ
て

い
る
と
い
う
。
国
や
県
も
教
職

員
の
負
担
軽
減
に
向
け
て
、
民

間
の
指
導
者
探
し
を
展
開
し
て

い
る
が
、
中
学
生
を
任
せ
ら
れ

る
指
導
者
を
ど
れ
く
ら
い
集
め

ら
れ
る
か
が
一
番
の
問
題
で
あ

る
。
南
部
中
は
上
田
市
と
の
組

合
立
な
の
で
、
双
方
が
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

  

教
育
課
長  

当
初
よ
り
町
内

の
諸
団
体
に
対
し
、
説
明
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
長

和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
指
導
者
が
い
な
い
と

部
活
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
指

導
者
を
お
願
い
す
る
。
平
日
に

つ
い
て
は
当
面
現
状
通
り
行
わ

れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
令
和

９
年
度
に
は
地
域
移
行
を
目
標

に
し
て
い
る
。

  

吹
奏
楽
部
は
、
通
常
の
練
習

場
所
の
確
保
と
楽
器
の
運
搬
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
協
力
が

必
要
に
な
る
と
思
う
が
。

  

教
育
課
長  

吹
奏
楽
部
の
練

習
場
所
は
、
楽
器
の
移
動
が
難

し
い
の
で
音
楽
室
に
な
る
。
大

会
や
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
引
率
は

教
職
員
と
外
部
講
師
が
行
う
。

そ
の
場
合
の
旅
費
は
学
校
で
負

担
。
文
科
系
の
部
活
も
平
日
の

活
動
は
、
現
行
通
り
校
内
で
行

う
が
、
令
和
９
年
度
に
は
運
動

部
と
同
様
に
地
域
移
行
を
目
指

し
て
い
る
。　
　
　
　

 （
抜
粋
）

援
は
で
き
な
い
か
。

  

教
育
課
長  

町
営
施
設
の
使

用
料
に
つ
い
て
は
減
免
対
応
が

で
き
る
。
県
で
も
部
活
動
に
か

か
る
経
費
ま
で
の
補
助
は
難
し

い
と
の
見
解
で
あ
る
。
国
に
対

し
て
、
指
導
者
報
酬
な
ど
と
併

せ
要
望
を
お
願
い
し
た
。

い
う
が
、
他
の
種
目
の
ク
ラ
ブ

か
ら
は
前
向
き
な
回
答
を
頂
い

て
い
る
。
南
部
中
で
は
、
早
い

段
階
か
ら
近
隣
中
学
と
合
同
部

活
を
行
っ
て
い
る
。

  

現
在
、
運
動
部
活
動
の
顧
問

と
し
て
活
動
し
て
い
る
教
職
員

が
、
引
き
続
き
指
導
者
と
し
て

活
動
で
き
る
と
い
う
特
例
が
公

表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
条
件
と

手
続
き
は
、
更
に
、
現
在
南
部

中
で
は
希
望
さ
れ
て
い
る
教
職

員
は
何
人
い
る
の
か
。

  

教
育
長  

教
師
が
兼
職
兼
業

の
希
望
を
学
校
へ
提
出
し
、
校

長
が
本
務
へ
の
支
障
の
有
無
を

確
認
、
了
承
す
れ
ば
教
育
委
員

会
へ
申
請
書
を
提
出
。
教
育
委

員
会
が
支
障
が
な
い
と
判
断
す

れ
ば
許
可
す
る
こ
と
に
な
る
。

南
部
中
で
は
現
状
こ
の
許
可
申

請
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

  

地
域
移
行
は
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
が
、
保
護
者
に
は
経
済

的
負
担
と
生
徒
の
送
迎
や
大
会

運
営
等
へ
の
参
加
が
求
め
ら
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
、
家
庭
の
状

況
で
生
徒
に
格
差
が
出
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
公
的
な
支

  
以
前
よ
り
学
校
で
は
平
日
も

部
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

移
行
後
、
指
導
者
が
い
な
い
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
。

  

教
育
課
長  

平
日
も
休
日
同

様
に
地
域
移
行
し
、
南
部
中
で

は
近
隣
中
学
と
合
同
部
活
を
行

う
方
針
で
あ
る
。
部
活
動
に
入

ら
な
い
生
徒
は
今
ま
で
の
学
校

対
応
と
変
わ
ら
な
い
が
、
組
合

教
育
委
員
会
で
対
策
を
考
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

  

現
在
南
部
中
に
は
、吹
奏
楽
・

パ
ソ
コ
ン
・
美
術
な
ど
文
科
系

の
部
が
あ
る
が
、
顧
問
の
な
り

手
が
い
な
い
部
活
動
は
ど
う
な

る
の
か
。

  
教
育
課
長  

顧
問
の
い
な
い

 

ゴ
ー
ル
が
目
前
に
せ
ま
る
部
活
の
地
域
移
行

 

進
ま
ぬ
民
間
指
導
者
さ
が
し
の
難
し
さ

羽田 公夫
 議員

平
日
の
部
活
動
や
文
化
部
の
活
動
は

基
本
的
に
今
と
変
わ
ら
な
い

　

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て



部
活
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
指

導
者
を
お
願
い
す
る
。
平
日
に

つ
い
て
は
当
面
現
状
通
り
行
わ

れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
令
和

９
年
度
に
は
地
域
移
行
を
目
標

に
し
て
い
る
。

  

吹
奏
楽
部
は
、
通
常
の
練
習

場
所
の
確
保
と
楽
器
の
運
搬
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
協
力
が

必
要
に
な
る
と
思
う
が
。

  

教
育
課
長  

吹
奏
楽
部
の
練

習
場
所
は
、
楽
器
の
移
動
が
難

し
い
の
で
音
楽
室
に
な
る
。
大

会
や
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
引
率
は

教
職
員
と
外
部
講
師
が
行
う
。

そ
の
場
合
の
旅
費
は
学
校
で
負

担
。
文
科
系
の
部
活
も
平
日
の

活
動
は
、
現
行
通
り
校
内
で
行

う
が
、
令
和
９
年
度
に
は
運
動

部
と
同
様
に
地
域
移
行
を
目
指

し
て
い
る
。　
　
　
　

 （
抜
粋
）
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ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
推

移
と
、
令
和
７
年
度
に
増
収
を

め
ざ
す
た
め
の
取
組
は
。

  

町
長  

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
は
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
町

財
政
に
お
い
て
、
今
後
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
自
主
財

源
で
あ
り
、
ま
た
、
返
礼
品
を

通
し
て
、
長
和
町
を
広
く
全
国

に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
大
き
な
要
素
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

返
礼
品
の
充
実
等
の
課
題
に
取

り
組
み
、
町
の
重
要
施
策
と
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

  

総
合
政
策
課
長 

ふ
る
さ
と

納
税
の
実
績
は
、
令
和
５
年
度

４
７
８
件
・
１
３
２
０
万
円
、

令
和
６
年
度
２
月
13
日
時
点
で

４
０
８
件
・
１
２
２
１
万
円
で

あ
る
。

  

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
獲
得

の
た
め
、
令
和
７
年
度
は
ど
ん

な
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
や
共

感
を
呼
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考

え
て
い
る
の
か
。

  

総
合
政
策
課
長 

町
の
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合

戦
略
に
登
載
さ
れ
た
事
業
に
の

み
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
、
こ
の
戦
略
に
登

載
さ
れ
た
事
業
を
企
業
の
皆
様

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

係
る
情
報
収
集
体
制
等
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
対

応
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

  

同
計
画
の
課
題
４
に
お
い
て

「
空
家
に
な
っ
て
い
な
い
住
宅

を
空
家
に
し
な
い
た
め
の
予
防

保
全
対
策
」を
あ
げ
て
い
る
が
、

所
有
者
と
そ
の
関
係
者
が
事
前

に
自
宅
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

持
っ
て
お
く
こ
と
は
、
そ
の
後

空
家
と
な
っ
た
場
合
に
短
期
間

で
利
活
用
が
可
能
と
な
る
場
合

が
多
い
が
、
そ
の
対
応
は
。

  

総
合
政
策
課
長 

す
ま
い
の

終
活
ノ
ー
ト
「
家
の
コ
ト
」
に

つ
い
て
、「
長
和
町
空
家
等
対
策

協
議
会
」
で
協
議
の
上
、
活
用

し
て
い
く
。 　
　
　
　
（
抜
粋
）

  

空
き
家
と
さ
れ
た
５
３
８
件

の
中
で
、
移
住
定
住
係
へ
の
空

き
家
に
関
す
る
相
談
件
数
は
。

  

町
長  

町
の
機
構
改
革
に
伴

い
、
空
き
家
対
策
を
担
当
す
る

係
と
空
き
家
バ
ン
ク
を
担
当
す

る
係
を
統
一
し
、
総
合
政
策
課

の
移
住
定
住
係
に
お
い
て
対
応

す
る
こ
と
と
し
た
。
一
つ
の
係

で
空
き
家
の
状
況
等
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
活
用
の
一
層
の
推
進
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

  

長
和
町
空
家
等
対
策
計
画
の

基
本
目
標
１
で
「
住
民
協
働
に

よ
る
管
理
不
全
な
空
家
等
の
抑

制
」
と
す
る
が
、
具
体
的
な
施

策
は
。

  

総
合
政
策
課
長 

自
治
会
ま

た
は
区
の
皆
様
と
の
空
き
家
に

ふ
る
さ
と
納
税
は
増
収
と
な
っ
た
か

町
の
重
要
施
策
と
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い

佐藤 恵一
 議員

空
き
家
問
題
の
進
捗
と
課
題

係
を
統
合
し
、総
合
政
策
課
移
住
定
住
係
で
対
応

北信４市町村が作成した「家のコト」（部分）

〝令和４年度空家実態調査〟より
　町の空き家数 538 件の内
①移住定住係への空き家に関する
　相談件数 … 49 件
②空き家バンクに相談があった件
　数 … 49 件
③その後、空き家バンクに登録と
　なった件数 … 30 件
　内、成約となった件数 … 17 件
④家屋解体に至った件数 … 9 件

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
は
増
収
と
な
っ
た
か

　

空
き
家
対
策
の
進
捗
状
況
、
空
家
に
活
用
の
施
策
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生
ご
み
は
夏
場
に
な
る
と
収

集
日
ま
で
に
日
数
が
あ
り
、
悪

臭
や
衛
生
面
が
気
に
な
る
と
い

う
声
が
あ
る
。
生
ご
み
を
燃
え

る
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
で
ど

の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
か
、
ま

た
、
生
ご
み
は
現
在
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

  

町
長  

生
ご
み
は
長
門
牧
場

の
生
ご
み
堆
肥
化
処
理
施
設
に

お
い
て
処
理
し
て
い
る
。
以
前

は
長
門
牧
場
の
牛
糞
を
混
合
し

て
堆
肥
化
を
行
い
、
町
内
の
農

地
等
へ
還
元
し
て
い
た
。
施
設

の
不
具
合
・
町
で
し
尿
処
理
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
・
下
水
道

処
理
施
設
の
浄
化
槽
汚
泥
を
安

定
的
に
処
理
す
る
必
要
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
生
ご
み
堆
肥
化

処
理
施
設
を
改
修
し
、
平
成
31

年
度
か
ら
１
０
０
％
町
下
水
汚

泥
に
切
り
替
え
、
生
ご
み
と
混

合
し
て
堆
肥
化
処
理
を
行
っ
て

い
る
。

  
住
民
生
活
課
長 

生
ご
み
と

可
燃
ご
み
の
分
別
は
、
焼
却
施

設
の
長
寿
命
化
、
町
の
歳
出
抑

制
に
繋
が
り
、
生
ご
み
堆
肥
の

活
用
は
、
循
環
型
社
会
の
実
現

や
資
源
の
有
効
活
用
、
フ
ー
ド

ロ
ス
の
削
減
に
も
繋
が
り
、
気

候
変
動
の
抑
制
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
に
も
な
る
。
今
後
も
適
正

に
分
別
し
処
理
し
て
頂
く
よ
う

啓
発
活
動
に
努
め
て
い
く
。

  

新
年
度
か
ら
、
生
ご
み
袋
の

サ
イ
ズ
と
販
売
価
格
が
変
更
に

な
る
。
ど
う
変
わ
る
の
か
。

  

住
民
生
活
課
長 

４
月
１
日

か
ら
、
袋
の
容
量
が
現
行
の
11

ℓ
か
ら
10
ℓ
に
な
り
、
袋
の
単

価
が
５
円
引
き
下
げ
30
円
に
な

る
。
ま
た
、
現
在
の
生
ご
み
袋

の
文
字
色
は
不
燃
ご
み
袋
と
同

じ
青
色
で
間
違
う
ケ
ー
ス
が
あ

る
た
め
、
袋
の
文
字
色
も
変
更

す
る
。

  

粗
大
ご
み
の
手
数
料
に
つ
い

て
、
町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
場

と
民
間
業
者
へ
の
持
ち
込
み
と

で
は
料
金
に
差
が
あ
る
。

町
民
と
し
て
は
町
の
処
理

場
で
安
く
出
せ
る
の
は
助

か
る
が
、
個
人
の
ゴ
ミ
の

手
数
料
を
町
が
負
担
す
る

の
は
、
町
の
た
め
に
な
ら

な
い
の
で
は
。

  

住
民
生
活
課
長 
一
般

廃
棄
物
処
理
場
で
の
粗
大

ご
み
の
手
数
料
は
、
運
搬

処
理
料
の
３
割
で
、
差
額

の
７
割
は
町
が
負
担
を
し

て
い
る
。
一
般
廃
棄
物
処

理
場
に
粗
大
ご
み
の
重
さ
を
ト

ラ
ッ
ク
ご
と
計
れ
る
大
型
の
秤

が
な
い
こ
と
や
、
種
類
ご
と
の

処
理
価
格
の
指
導
員
間
の
共
通

認
識
の
難
し
さ
か
ら
現
在
料
金

設
定
が
一
律
に
な
っ
て
い
る
。

手
数
料
の
負
担
割
合
の
見
直
し

や
料
金
設
定
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
の
検
討
委
員
会
の
中
で

協
議
し
て
い
く
。

  

町
の
「
ご
み
分
別
の
て
び

き
」で
、『
缶
は
中
を
す
す
ぎ
、

ス
チ
ー
ル
と
ア
ル
ミ
を
分
け
て

燃
え
な
い
ご
み
袋
に
入
れ
て
出

す
』
と
さ
れ
て
い
る
。
他
の
地

域
で
は
バ
ラ
で
専
用
の
ボ
ッ
ク

ス
に
入
れ
る
方
法
や
、
ネ
ッ
ト

や
コ
ン
テ
ナ
を
使
用
す
る
形
に

な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
が
。

  

住
民
生
活
課
長 

処
理
業
者

が
強
力
な
永
久
磁
石
で
ス
チ
ー

ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
の
選
別
を
す

る
よ
う
に
な
り
、
中
間
処
理
業

者
に
袋
を
裂
く
手
間
が
発
生
し

て
い
る
。
今
後
、
ス
タ
ン
ド
や

ネ
ッ
ト
な
ど
資
材
の
準
備
等
を

進
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
ご
み

の
分
別
収
集
方
法
を
見
直
す
予

定
で
あ
る
。　
　
　
　
（
抜
粋
）

 

ゴ
ミ
の
分
別
の
仕
方
を
分
か
り
や
す
く

 

町
Ｈ
Ｐ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
機
能
が
ス
タ
ー
ト

阿部由紀子
 議員

長和町ごみ収集袋と家庭ごみの出し方検索

　

長
和
町
の
ゴ
ミ
の
問
題
、
こ
れ
ま
で
と
今
後
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国
の
物
価
高
騰
対
応
臨
時
交
付
金
の
交

付
に
合
わ
せ
て
事
業
を
行
う
。

■ 

物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金
事
業
２ 

８
６
７
万
８
千
円　

令
和
６
年
度
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
対
し
１
世
帯
３
万
円

を
支
給
す
る
。
18
歳
以
下
の
子
ど
も
一

人
に
２
万
円
を
加
算
。

■ 

燃
料
費
高
騰
等
支
援
事
業
２
５
１
３ 

万
２
千
円　

町
内
全
２
０
２
４
世
帯
に

１
世
帯
８
千
円
の
地
域
い
き
い
き
券
を

配
布
す
る
。

■ 

町
内
事
業
者
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
応
援

事
業
１
１
０
７
万
５
千
円　

従
業
員
規

模
に
応
じ
４
〜
10
万
円
の
応
援
金
を
支

給
す
る
。
（
報
告
：
原
田
恵
召
議
員
）

　
物
価
高
騰
が
続
き
、住
民
の
生
活
を
圧
迫
し
、特
に
非
正
規
雇

用
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
の
弱
い
立
場
の
労
働
者
は
深
刻
で
あ

る
。
ま
た
、中
小
業
者
、観
光
業
や
農
林
水
産
業
の
経
営
に
も
打

撃
を
与
え
て
い
る
。住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
は
、賃
上
げ

の
動
き
を
加
速
さ
せ
、国
民
の
消
費
購
買
力
を
高
め
、経
済
の
好

循
環
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。こ
の
た
め
に
、最
低
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
と
、地
域
間
格
差
を
な
く
す
全
国
一
律
へ
法
改
正
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
抜
本
的
な
中
小
業
者
、観
光
業
、農
林
水

産
業
へ
の
支
援
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
記

１
、政
府
は
、最
低
賃
金
法
を
全
国
一
律
制
度
に
改
正
す
る
こ
と

２
、政
府
は
、労
働
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、最
低
賃
金
１
５ 

　
０
０
円
を
実
現
す
る
こ
と

３
、政
府
は
、最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め 

　

中
小
業
者
、観
光
業
、農
林
水
産
業
へ
の
支
援
を
国
の
義
務

　
と
す
る
条
項
を
最
低
賃
金
法
に
設
け
る
こ
と　
（
要
旨
）

提
出
者　
佐
藤
恵
一 

総
務
経
済
常
任
委
員
長

最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
　

・
提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣 

他
１
機
関

第
一
回
第
一
回  

臨
時
会

臨
時
会

　

１
月
30
日（
木
）、
令
和
７
年
長

和
町
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
１
件
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

「
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
」
を
可
決
し
、
意

見
書
を
全
員
賛
成
で
採
択
。
内
閣
総

理
大
臣
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
長
和
町
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
７
号
）に
つ
い
て

既
定
の
予
算
総
額
に
７
０
２
０
万
４ 

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
62
億 

８
３
４
１
万
７
千
円
と
す
る
。

意
見
書
■

★ 議案に対する議員の賛否結果《賛成○可 、反対●否 、議長は表決に加わらないー 》（賛否の分かれたもののみ掲載）

議案　　
表
決
結
果

阿
部
由
紀
子

龍
野 

一
幸

荻
野 

友
一

佐
藤 

恵
一

田
福 

光
規

羽
田 

公
夫

原
田 

恵
召

小
川 
純
夫

渡
辺 
久
人

森
田 

公
明

長和町営ブランシュたかやまスキー場条
例の一部を改正する条例について 可決 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ●否 ○可 ○可 ー

指定管理者の指定について（長和町資料館
「羽田野」）：指定期間の修正案 可決 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ●否 ○可 ー

指定管理者の指定について（長和町資料館
「羽田野」）：指定期間を除く原案 可決 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ○可 ●否 ○可 ○可 ー

補）➡「長和町営ブランシュたかやまスキー場条例の一部を改正する条例」については、P.13 総務経済常任委
　員会の説明及び討論を参照して下さい。　➡ また、指定管理者の指定について（長和町資料館「羽田野」）
　 の議論については P.11 の社会文教常任委員会の審査経過をご覧下さい。

HaradaHarada
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組合議会報告

　

３
月
18
日（
火
）、
依
田
窪
医

療
福
祉
事
務
組
合
議
会
・
令
和

７
年
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、令
和
７
年
度
予
算
案
５
件
、

令
和
６
年
度
補
正
予
算
案
４
件

条
例
案
３
件
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
採
決
の
結
果
、
す
べ
て

の
議
案
が
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
度
は
、
城
下
病
院

長
の
も
と
新
た
な
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の

満
床
状
態
に
よ
る
救
急
搬
送
受

け
入
れ
停
止
時
間
を
短
縮
す
る

た
め
、
急
性
期
医
療
後
の

患
者
を
依
田
窪
病
院
に
転

院
さ
せ
る「
下
り
搬
送
」を

開
始
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の

初
期
救
急
等
の
対
応
に
医

師
等
医
療
従
事
者
を
派
遣

す
る
な
ど
上
小
地
域
の
医

療
連
携
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

■
４
月
か
ら
の
医
師
体
制

等
に
つ
い
て

□
内
科
・
総
合
診
療
科
〜

３
名
の
医
師
が
３
月
末
で

退
職
さ
れ
ま
す
が
、
新
た

に
３
名
の
医
師
が
着
任
さ
れ
変

わ
ら
ず
８
名
の
充
実
し
た
医
師

体
制
と
な
り
ま
す
。

□
整
形
外
科
〜
医
師
１
名
が
着

任
さ
れ
４
月
か
ら
局
所
麻
酔
に

よ
る
脊
椎
内
視
鏡
手
術
を
導
入

し
て
、
高
齢
者
や
全
身
麻
酔
が

困
難
な
患
者
さ
ん
に
体
へ
の
負

担
が
少
な
い
治
療
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

■
依
田
窪
老
人
保
健
施
設
い
こ

い
〜
令
和
７
年
度
か
ら
経
営
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
（
報
告
：
阿
部
由
紀
子
議
員
）

上田上田医療セン医療セン
ターターとのとの医療医療
連携連携がが進展　進展　

桜咲く「国保依田窪病院」

■ 依田窪医療福祉事務組合議会３月定例会

議会懇談会懇談会■　
委員会視察研修視察研修
広域■組合議会
　　活動報告■■

令和７年度 医療福祉事務組合予算（単位：千円）

会　計 予算額 前年比較増減

一般会計 252 10

病院 事業収支 3,902,736 250,038

病院 資本的支出 628,046 133,288

老人保健施設 532,150 △ 56,760

訪問看護ステーション 80,963 △ 3,733

居宅介護支援事業所 34,104 2,978

AbeAbe
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１
月
10
日（
金
）、下
諏
訪
町

議
会
議
員
と
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か

や
ま
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
ス
キ 

ー
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
、
下
諏
訪
町

か
ら
松
井
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、

林
さ
ん
、
中
山
さ
ん
、
竹
元
さ

ん
、
樽
川
議
長
の
６
人
。
長
和

町
か
ら
は
、
龍
野
、
荻
野
、
渡

辺
、
羽
田
、
森
田
議
長
の
５
名

で
計
11
名
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

　

全
員
そ
ろ
っ
て
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
後
は
、
町
政
の

情
報
交
換
グ
ル
ー
プ
と
ス
キ
ー

講
習
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、も
ち
ろ
ん
ス
キ
ー

グ
ル
ー
プ
。
当
然
、
技
能
向

上
が
目
標
で
す
。
こ
の
日
初

め
て
ス
キ
ー
に
挑
戦
す
る
竹

元
さ
ん
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の

松
井
さ
ん
が
、
レ
ッ
ス
ン
を

開
始
。
他
は
、
技
能
レ
ベ
ル

の
似
通
っ
た
者
同
士
が
グ
ル 

ー
プ
を
作
り
、
滑
っ
て
、
リ

フ
ト
同
乗
時
に
技
術
論
を
交

換
す
る
な
ど
、
意
義
あ
る
交

流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
以
上
は
望
め
な
い
好
環
境

の
中
、平
日
で
あ
っ
た
た
め
か
、

貸
し
切
り
状
態
の
ゲ
レ
ン
デ
も

参
加
者
の
気
持
ち
を
更
に
高
め

て
く
れ
ま
し
た
。
が
、
気
持
ち

よ
く
滑
っ
た
と
言
っ
て
も
隠
し

よ
う
の
な
い
高
齢
者
。
足
腰
に

疲
労
の
蓄
積
は
隠
し
切
れ
ず
、

昼
食
後
に
は
限
界
を
自
覚
し
ケ

ガ
を
し
な
い
内
に
流
れ
解
散
と

な
り
ま
し
た
。
若
い
頃
覚
え
た

技
能
で
、
今
で
も
思
い
っ
き
り

滑
れ
る
幸
せ
を
満
喫
で
き
た
１

日
で
し
た
。

　
　
（
報
告
：
羽
田
公
夫
議
員
）

　

１
月
21
日（
火
）、
長
野
県
自

治
会
館
に
て
「
長
野
県
町
村
議

会
広
報
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
は（
一
社
）自
治

体
広
報
研
究
所 

代
表
理
事  

金

井
秀
樹
氏
「
伝
わ
る
議
会
報
の

企
画
と
編
集
」。

　

議
会
報
が
、
議
会
活
動
を
住

民
に
分
か
り
易
く
、
透
明
性
・

適
正
性
・
公
益
性
を
も
っ
て
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
地
域

が
抱
え
る
課
題
解
決
に
資
す
る

た
め
、
企
画
と
編
集
の
充
実
を

求
め
る
も
の
で
し
た
。
行
政
と

議
会
と
住
民
の
信
頼
と
協
働
関

係
を
構
築
す
る
た
め

の
主
要
な
ツ
ー
ル
で

あ
り
、
目
的
と
す
る

等
の
講
話
で
し
た
。

　

県
内
数
町
村
の
議

会
だ
よ
り
が
参
考
資

料
と
さ
れ
、
読
み
や

す
さ
・
配
色
・
表
現

方
等
の
解
説
も
加
わ

り
、
比
較
参
照
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

長
和
町
議
会
で
は

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ 

ー
や
議
会
モ
ニ
タ
ー

会
議
を
開
催
し
、
ご
参
加
頂
い

た
若
い
方
や
経
験
豊
か
な
皆
様

か
ら
の
要
望
や
提
言
を
基
に
、

分
か
り
易
く
伝
え
、
関
心
を
持 

っ
て
頂
く
よ
う
そ
の
都
度
改
善

を
試
み
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
「
人
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
、
行
政
と
議
会
と
の
連

携
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
」
と
の
モ
ニ
タ
ー
の
方
の
意

見
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
議
会
報
の
維
持
向
上
に
努

め
て
参
り
ま
す
。　

　
　（
報
告
：
龍
野
一
幸
議
員
）

ブランシュブランシュはは
気持気持ちよく　ちよく　
滑滑れます！　れます！　

住民住民のの理解理解とと
関心関心をを深深めるめる
議会報議会報に！　に！　

スキー交流会に参加した両町議会議員

「ながわまち議会だより」の表紙

■ 下諏訪町議会とのスキー交流会

■ 町村議会広報研修会

HataHata

TatsunoTatsuno
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１
月
27
日（
月
）、上
田
東
急
Ｒ

Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
上
田

地
域
定
住
自
立
圏
構
成
市
町
村

議
会
議
員
に
よ
る
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
鳥
取
県
知
事
、
大
正
大
学

特
任
教
授
兼
地
方
構
想
研
究
所

長 

片
山
善
博
氏
の
「
真
の
地
方

創
生
と
地
方
議
会
へ
の
期
待
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

地
方
創
生
は
国
で
は
な
く
自

治
体
・
地
域
が
本
気
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ

で
あ
る
こ
と
、
二
元
代
表
制
の

中
で
議
会
の
持
つ
役
割
の
重

要
性
が
話
さ
れ
た
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
地

方
に
お
け
る
、
過
去
10
年
間

の
地
方
創
生
を
振
り
返
り
、

出
生
率
が
上
が
ら
ず
人
口
対

策
の
成
果
が
上
が
ら
な
か
っ

た
の
は
、
議
会
の
役
割
、
施

策
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能

が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
も

一
因
で
は
な
い
か
。

　

地
方
議
会
の
な
り
手
不
足

や
投
票
率
の
低
さ
な
ど
議
会

を
め
ぐ
る
問
題
点
を
指
摘
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
議
会

改
革
や
議
会
の
役
割
の
重
要
性

に
つ
い
て
や
、
議
会
が
地
方
創

生
２
・
０
や
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
に
つ
い
て
「
本
当

に
地
域
に
役
立
つ
の
か
」
チ
ェ 

ッ
ク
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
具
体
的

な
事
例
や
提
案
を
踏
ま
え
て
講

演
さ
れ
、
有
意
義
な
研
修
と
な 

っ
た
。　
　

　
　
（
報
告
：
佐
藤
恵
一
議
員
）

  

２
月
20
日（
木
）、長
和
町
活
性

化
施
設「
蔵
」に
お
い
て
和
田
宿

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
観
光
農
林
業
振

興
組
合
と
長
和
町
議
会
議
員
の

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
よ
り
山
村
振
興
農

林
漁
業
対
策
と
し
て
、
温
泉
施

設
や
パ
ー
ク
全
体
を
含
め
た
計

画
が
始
ま
り
、
平
成
８
年
４
月

に
農
産
物
直
売
所
と
し
て
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
９
月
の
新
和
田
ト

ン
ネ
ル
の
無
料
化
に
合
わ
せ
、

駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
情
報
コ
ー

ナ
ー
等
を
整
え
「
道
の
駅
和
田

宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し

て
運
営
が
始
ま
り
、
施
設

と
し
て
は
特
産
物
・
農
林

産
物
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
、

飲
食
店
、
道
路
交
通
情
報

告
知
、ト
イ
レ
、休
憩
コ
ー

ナ
ー
、
農
産
物
加
工
場
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
と
し
て
の
開
設

後
、利
用
者
は
増
加
し
、直

売
所
の
売
り
上
げ
も
伸
び

て
き
ま
し
た
が
、
生
産
者

の
高
齢
化
や
出
荷
者
の
減

少
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ト
イ
レ
改
修
も
行
っ

た
が
、
使
用
者
の
増
加
に
伴
っ

て
基
本
経
費
の
増
加
や
悪
臭
の

問
題
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
指
定
管
理
者
と
し
て

町
と
よ
く
協
議
し
「
道
の
駅 

和 

田
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
盛
り

上
げ
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い

く
考
え
で
あ
る
こ
と
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
も
町

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
大
切
な
施
設

で
あ
り
、
積
極
的
に
運
営
に
協

力
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と

感
じ
ま
す
。

　
　
（
報
告
：
荻
野
友
一
議
員
）

真真のの地方創生地方創生
にはには議会議会の　の　
役割役割がが重要重要！！

和田宿和田宿ステーステー
ションションはは大人大人
気気のの道の駅道の駅！！

野菜や山菜がたくさん並びます（和田宿ステーション）

■ 上田地域市町村議会議員研修会

〝上田地域定住自立圏〟
　上田市と周辺の市町村が連携して、定住促進
を目的に地域の活性化を図る取り組みで、地域
医療・子育て支援・産業振興・道路整備など、住
民生活に必要な事業を１７分野６１事業で進めて
います。地域の将来を見据えた持続可能な発展
を目指しており、上田市、東御市、青木村、長和町、
坂城町、立科町、嬬恋村が参加しています。

■ 和田宿ステーション観光農林業振興組合との懇談会

SatoSato

OginoOgino
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広域議会／組合議会報告

　

２
月
18
日（
火
）か
ら
２
月
25

日（
火
）の
会
期
で
、
上
田
地
域

広
域
連
合
議
会
２
月
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
予
算
、
令
和
６
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、

条
例
案
２
件
他
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案
が
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
資
源
循
環
型
施
設
建
設
は
大

き
な
節
目
の
時
期
を
迎
え
て
お

り
、
諏
訪
部
自
治
会
に
話
し
合

い
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
早

期
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

は
、
輪
番
制
の
継
続
と
信
州

上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
医
療

従
事
者
を
派
遣
す
る
「
上
田

ス
タ
イ
ル
」
を
提
案
し
た
。

■
上
田
、丸
子
、東
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
搬
入
量

は
約
２
３
６
ト
ン
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
の

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
も
稼
働

か
ら
30
年
以
上
経
過
し
緊
急

事
態
を
想
定
し
な
が
ら
連
携

を
強
化
し
て
い
く
。

　

（
報
告
：
渡
辺
久
人
議
員
）

依田窪南部中学校卒業式

  

３
月
18
日（
火
）、中
学
校
組
合

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
７
年
度
予
算
、
令
和
６
年
度

補
正
予
算
、
教
育
委
員
会
の
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
す
べ
て
の
議
案
が
全
員
賛

成
で
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

⑴ 

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算 

実
績
に
伴
い
８
８
２
万 

７
千
円
を
減
額
し
、
１
億
１
２ 

９
５
万
２
千
円
と
な
っ
た
。 

⑵ 

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算 

　

前
年
よ
り
５
０
２
０
万
円
増

の
総
額
１
億
７
１
２
０
万
円
と

な
っ
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は 

学
校
施
設
整
備
事
業
経
費
３
７ 

１
６
万
円
＝
ト
イ
レ
改
修
工
事

２
５
２
５
万
６
千
円
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
器
具
整
備
工
事
３
９
８
万

円
・
ト
イ
レ
改
修
工
事
委
託
料

２
５
２
万
６
千
円
等
、
学
校
管

理
費
＝
普
通
教
室
棟
擁
壁
修
繕

工
事
５
５
５
万
円
。
ト
イ
レ
改

修
工
事
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
工
事
に

係
る
歳
入
と
し
て
、
施
設
整
備

事
業
基
金
繰
入
金
６
２
４
万
６ 

千
円
・
教
育
費
国
庫
補
助
金
８ 

１
７
万
４
千
円
、
学
校
教
育
施

設
等
整
備
事
業
債
１
８
１
０
万

円
。（
報
告
：
田
福
光
規
議
員
）

令和７年度 中学校組合一般会計予算（単位：千円）

会　計 予算額 前年比較増減

議会費 224 0

総務費 1,926 658

教育費 教育総務費 12,658 2,636

中学校費 142,165 48,549

公債費 12,515 △ 2,145

予備費 1,712 502

合計 171,200 50,200

令和７年度 上田地域広域連合予算（単位：千円）

会　計 予算額 前年比較増減

  一般会計 2,529,995 9,043

  ふるさと基金特別会計 134,944 9,595

  介護保険特別会計 284,667 46,701

  消防特別会計 3,182,729 387,459

合　計 6,132,335 453,798

長和町負担金 282,054 7,120

〝ふるさと基金活用事業〟
　広域連合構成市町村の出資と県の補助による
20億円の基金を活用した事業を行っています。
•上田医療センター医療従事者確保事業（医師・
　看護師・救急医療従事者確保）…4,330万円
• 信州上田医療センターへ輪番病院の医療従事
　者派遣事業…1,500万円
• 病院間連携急性期病床対策事業…800万円 他

医療センター医療センター
へへ５８３0５８３0万円万円
をを補助補助しますします

トイレトイレをを改修改修
してして洋式洋式温水温水
洗浄洗浄にしますにします

■ 上田地域広域連合議会２月定例会

■ 上田市長和町中学校組合３月定例会

TafukuTafuku

WatanabeWatanabe
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
概
要

★「
議
会
改
革
ア
ン
ケ
ー
ト
」に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

★「
議
会
改
革
ア
ン
ケ
ー
ト
」に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

  

結
果
結
果
をを
報
告
報
告
し
ま
す
！

し
ま
す
！

    

★★  

長
和
町
議
会
だ
よ
り
第

長
和
町
議
会
だ
よ
り
第
4444
号（
平
成

号（
平
成
2828
年年
1111
月
）
月
）の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
比
較
比
較

　　

    

し
て
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
す
べ
て
の
集
計
結
果
は
議
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

し
て
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
す
べ
て
の
集
計
結
果
は
議
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
町
内
の
配
布
部
数
２ 

１
１
１
部
に
対
し
、
89
件
の
回
答
が
あ

を
四
捨
五
入
し
て
表
示
し
て
あ
り
、
百

分
率
の
合
計
が
１
０
０
に
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
フ
で
示
し
た
デ
ー
タ
に

り
回
収
率
は
４
・
２
％
で
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

以
下
に
抜
粋
し
て
概
要
を
報
告
し
ま

す
。
グ
ラ
フ
の
構
成
比
は
小
数
第
２
位

つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
２
０
１
６
年

に
実
施
し
た
議
会
改
革
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
と
比
較
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

議
会

改
革
改
革

Ｑ3-1   議会を議場で傍聴したことがありますか？

　

Ｑ3-2   傍聴したことがないのはなぜですか？

Ｑ7-1   ゆいネットの議会中継を見ますか？

　

Ｑ7-2   見たことがないのはなぜですか？

主
な
ご
意
見

・関心に応じて議会だより等により接するこ
とができる。
・予め調整された原稿を読み合う出来レー
スの質疑応答は、傍聴する価値がない。
・議会だよりを熟読する。
・議場へ行く足がない。

主
な
ご
意
見

・ゆいネット＝ケーブルテレビに加入していない。
・議会中継を放映していることを知らなかった。
・議会だよりを読んでいる。
・体裁だけで内容がない。

24.7% 75.3%24.7% 75.3%

1.7%1.7%

無回答ある ない

14.3% 84.0%14.3%

2025年

2016年 84.0%

0

10

20

30

40

50 ％

40

30

20

10

％

9.0

31

31.3
10.4 16.4 23.9

9.09.0

31.3
10.4 16.4 23.9

9.0

24.5

39.2

18.6 17.6

36.2

8.8
24.5

39.2

18.6 17.6

36.2

8.8

関
心
が
な
い

仕
事
、家
事
、育
児

な
ど
で
忙
し
い

い
つ
議
会
が
開
か
れ
る
か

わ
か
ら
な
い

傍
聴
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

ゆ
い
ネ
ッ
ト
で
議
会

中
継
を
見
る
か
ら

そ
の
他

2025年

2016年

13.8% 13.8%13.8% 13.8%32.2% 40.2%32.2% 40.2%

24.4% 20.2%24.4% 20.2%
0.8%0.8%

37.8% 16.8%37.8% 16.8%

無回答

ほぼ毎回
見る

ほとんど
見ない

時々
見る 見ない

2025年

2016年

0

10

20

30

40

50 ％

17.8

31

15.6
28.9

11.1

26.7
17.8 15.6

28.9

11.1

26.7

関
心
が
な
い

仕
事
、家
事
、育
児

な
ど
で
忙
し
い

い
つ
議
会
中
継
が
放
映

さ
れ
る
か
知
ら
な
い

視
聴
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

2025年
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Ｑ９　長和町議会は「町民に開かれた議会」　
　　であると思いますか？
　「開かれている」「どちらかといえば開かれて
いる」という方がほぼ半数になりました。

Ｑ10　町民に開かれた議会にするためには、　
　　どんなことが必要ですか？
　多様な手段を用いて、町民と繋がる努力が求
められています。

Ｑ11　町民の声が、町議会から町政に反映さ
　　れていると思いますか？
　「ある程度反映されている」という方が 14p
ほど増えましたが、まだ４２％です。

Ｑ12-1   議会議員の報酬１７万５千円を増額し
　　　たいと考えますが、どう思いますか？
　「増額しても良い」と回答した方が 60％を超
　えました。

主
な
ご
意
見

・それぞれの議員が日常的に町民と接するよ
う努力する。
・町民の声を集めるような会を開催する。
・区集会などで区民の声を聴く。
・町民に興味を持ってもらう。
・ケーブルテレビのみの映像媒体だと閉鎖的
と思われる時代です。
・もっと報酬を上げて、若者がチャレンジす
べき。
・委員会のテレビ中継を。

Ｑ12-2   「増額しても良い」と答えた方に、いくら
　　　が適当と考えますか？
　回答の平均額は、約 24万７千円です。

23.5％

23.5％23.5％ 22.7％

25.2％23.5％

22.7％

25.2％

無回答
1.7％1.7％

11.2％11.2％

38.2％38.2％
14.6％14.6％

9.0％9.0％

23.6％23.6％

3.4％3.4％

0.8％0.8％

ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

開
か
れ
て
い
る

開
か
れ
て
い
る

あ
ま
り

開
か
れ
て

い
な
い 開

か
れ
て

い
な
い

わ
か
ら
な
い

2025年

2016年

26.9％

1.7％1.7％

29.4％29.4％

28.1％28.1％

41.6％41.6％

21.0％

21.0％
26.9％

1.1％1.1％

21.0％

5.6％5.6％

3.4％3.4％

21.0％

19.1％19.1％

2025年

2016年

あ
る
程
度

反
映
さ
れ
て
い
る

反
映
さ
れ
て
い
る

あ
ま
り

反
映
さ
れ
て

い
な
い ほ

と
ん
ど

反
映
さ
れ
て

い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

19.1％

60.7％
4.5％

7.9％19.1％

30.3％30.3％

60.7％

10.9％10.9％

4.5％

42.0％42.0％

7.9％

13.4％13.4％

無回答
3.4％3.4％

4.5％4.5％

3.4％3.4％

現
状
の
ま
ま
で
良
い

増
額
し
て

も
良
い

減
額
し
た

　方
が
良
い

わ
か
ら
な
い

ど
ち
ら
で
も
よ
い

2025年

2016年

0

10

20

30

40

50 ％

40

30

20

10

50 ％

29.4

31

14.1 25.9 11.8 25.9
14.129.4 14.1 25.9 11.8 25.9
14.1

31.9

26.0

48.7

25.2

31.9

26.0

48.7

25.2

9.49.4

15.115.1

議
会
だ
よ
り
の
充
実

傍
聴
し
や
す
い
議
会（
夜
間

議
会
、休
日
議
会
）な
ど
の
実
施

議
会
広
報
懇
談
会

を
頻
繁
に
行
う

議
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
開
設
す
る

ゆ
い
ネ
ッ
ト
の

議
会
中
継
の
充
実

YouTube

な
ど
で
配
信
す
る

そ
の
他

2025年

2016年

20％

36％

6％

19万円

19万円23万円

30万円

40万円

22万4千円22万4千円

33万円

25万7千円
22万98百円

20％

30％30％
36％

6％

2％2％ 2％2％ 2％2％

2％2％

2025年
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議会改革アンケート報告

●
前
号
の「
議
会
改
革
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
概
要
を

掲
載
し
ま
し
た
。
議
会
改
革
が
少
し
ず
つ
結
実
し
て

い
る
と
感
じ
ま
す
が
、
実
動
は
ま
だ
ま
だ
か
ぁ
…
。

予
告
と
違
い
ま
す
が「
議
会
基
本
条
例
」に
つ
い
て
。

 

「
議
会・議
員
は
何
を
指
針
に
活
動
す
る
の
？
」

  

地
方
議
会
は
、
日
本
国
憲
法
第
93
条
及
び
地
方

自
治
法
第
89
条
〜
に
拠
り
ま
す
。
長
和
町
議
会
は

透
明
性
の
高
い
活
発
な
議
論
を
進
め
、
開
か
れ
た

議
会
に
向
け
「
長
和
町
議
会
基
本
条
例
」
を
定
め
、

議
会
の
基
本
姿
勢
を
明
文
化
、
全
議
員
で
そ
の
理

念
を
共
有
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、

２
年
に
１
度
、
基
本
条
例
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
議

森
田
議
長
の〝
議
会
概
説
〟⒄会

と
議
員
の
活
動
検

証
を
２
年
に
１
度
行

い
ま
す
。
自
ら
の
実

践
を
再
確
認
す
る
良

い
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。

■
報
告
は
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

●
次
こ
そ
新
し
い
議

会
の
役
割
を
概
説
し

ま
す
。

主
な
ご
意
見

・議員のなり手不足は、単に報酬が低いとい
う簡単な理由では無いと思う。
・数字だけ見ると、確かに安い。
・政務活動費のようなものがあるなら、一緒
に検討しなくてはいけない。
・報酬分の働きがあればいくらでも良い。
・改定するのなら、報酬審議会にしっかり諮
って決めてほしい。
・名誉職という考え方に町の未来はない。
・公務員の平均年収程度が適当。
・長野県の最低賃金か、ボランティアで良い。
・議員報酬を上げるなら、その分議員数を減
らすべき。人口が減っている中で、議員の数
はそのままでいいのか。

主
な
ご
意
見

・予め調整された一般質問ではなく、ガチで
町側と議論してほしい。
・重複した一般質問がある。議員間での話し
合いの質を高めてほしい。
・人口が減少する中、期待していない。最低
限の持続を望む。
・町の財政は大変厳しいと聞く。議員も実状
を話すべきだ。
・自立できる町を真剣に議論する。
・１時間程度のミニ報告会形式にして、頻繁
に開催すれば参加したくなると思う。
・働く世代は議会報告懇談会に参加できない。
マイナンバーカードと紐付けたアプリで、町
民の声を聴き、PDCA サイクルを回すべき。

Ｑ13　長和町議会議員の定数は１０名ですが、
　　この人数はどう思いますか？

Ｑ12　Ｑ13

Ｑ14　議会と議会議員に期待することはあり
　　ますか？
　「町民の声を町政に反映する」「町の将 来に
ついて町民と語る」こと、「資質を向上する」
ことが求められています。

Ｑ14　

MoritaMorita

44.9％

10.1％

28.1％

13.5％
44.9％

0.8％0.8％

25.2％25.2％

63.9％63.9％

8.4.48.4％

10.1％

28.1％

13.5％

無回答3.4％
1.7％

適
当
な
人
数

（
現
状
維
持
）

増
や
し
た

　方
が
良
い

減
ら
し
た

　方
が
良
い

わ
か
ら
な
い

2016年
  12人

  10人
2025年
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40
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50

60 ％

60

70 ％

42.7
53.9

38.2

10.1

32.6
29.242.7

53.9

38.2

10.1

32.6
29.2

68.9

57.1

35.3
24.4

68.9

57.1

35.3
24.4

31.931.9

44.544.5

41.641.6

10.110.1

6.76.7

議
会
議
員
の
資
質
を
向
上
す
る

町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
す
る

町
政
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す
る

議
会
報
告
懇
談
会
を
頻
繁
に
行
う

そ
の
他

も
っ
と
町
政
へ
の
提
言
を
行
う

町
民
の
相
談
を
受
け
る

窓
口
を
つ
く
る

町
の
将
来
に
つ
い
て

町
民
と
語
る

2025年

2016年
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■
い
ま
ま
で
の
な
が
わ
ま
ち

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
Ｈ
Ｐ

に
あ
り
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

や
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ

で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
愛あ

た
ご宕

さ
ん「
桜
公
園
」

    

か
つ
て
愛
宕
社
が
祀
ら
れ

て
田
園
風
景
が
広
が
る
綺
麗

な
里
山
で
あ
っ
た
地
域
が
放

棄
さ
れ
荒
れ
放
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
平
成
21
、
23
年

頃
か
ら
長
久
保
の
有
志
が
集

い
、
雑
木
を
伐
り
桜
を
植
え

て
公
園
と
し
て
整
備
し
て
き

ま
し
た
。
今
で
は
、
春
は
桜

や
レ
ン
ギ
ョ
ウ
が
、
秋
に
は

フ
ジ
バ
カ
マ
が
咲
い
て
、
旅

す
る
蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
優

雅
に
舞
う
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

★
表
紙
写
真
の
説
明★

令和７年度 第１回令和７年度 第１回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議会報告懇談会議会報告懇談会
 Workshop Workshop開催開催！！

小人数小人数GGでで議員議員とと語語ろうろう！！

—— 町の将来について皆様と話し、政策に繋ぎます 町の将来について皆様と話し、政策に繋ぎます！ ！ ——

５５月月１０１０日日（（土土））
１０１０時時〜 〜 長門町民センター長門町民センター

　　　（　　　（長久保長久保））
１４１４時時〜 〜 古町コミュニティ古町コミュニティ

　　　センター　　　センター（古町）（古町）

■ 令和７年度第１回前半は、「令和７年度長和町予算概要、議会改革と議員報酬」　　
　について、町民の皆様に報告し、ご意見を伺います。　
■ 後半は、小人数グループに分かれて「長和町の未来を語り合い」たいと思います。　
■ 基本的に２会場とも同じ内容で開催します。予約は不要です。ご都合のよい会場
　へお気軽にお出かけ下さい。 ご参加、お待ちしています。



な
が
わ
ま
ち

議
会
だ
よ
り

第７８号

令
和
７
年（
２
０
２
５
年
）
５
月
１
日 

発
行

■ 町政や議会、「議会だより」に関するご意見やご感想をお寄せ下さい。
■ 長和町議会事務局　〒386-0603  長野県小県郡長和町古町 4247-1
　　　　　　　　電話：0268-75-2059 ／ FAX：0268-68-4139 ／メール：gikai@town.nagawa.nagano.jp

ながわまち
議会だより

広報広聴常任委員会

委員長  羽田  公夫
委　員  龍野  一幸

 佐藤  恵一
 田福  光規
 渡辺  久人

編　集  森田  公明

▼
３
月
定
例
会
が
終

わ
り
ホ
ッ
と
す
る
間

も
な
く
議
会
だ
よ
り

の
原
稿
と
自
身
の
活

動
報
告
を
書
い
て
い

ま
す
。
▼
世
界
各
地

で
大
き
な
山
火
事
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

地
球
の
温
暖
化
や
山

環
境
の
悪
化
な
ど
が

拡
大
の
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
長
和
町

は
森
林
法
で
全
域
た
き
火
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
但
し
町
の
火
入
れ
に
関
す
る
条

例
で
許
可
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
火
の
用
心
！
▼
10
年
間

行
っ
て
き
た
地
方
創
生
は
、
国
も
町
も
結

果
が
出
ず
に
、
次
期
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
戦
略
」
に
進
み
ま
す
。
計
画

策
定
に
当
た
り
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
施
策
に
ア
ン
ケ
ー

ト
の
要
望
は
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
？
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
考
慮
さ
れ
た
の
か 

？
町
独
自
の
施
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

長和町議会議員から長和町議会議員から
町民の皆様へ町民の皆様へ

　議会から町民の皆様へのお知らせ
や議員の思いなどを掲載します。
第７８号は、 渡辺久人 議員です。

長和町
あの人を訪ねて

—第２３回—

　     　 　   　   　      さ さ き　 しゅん 　　  　　　　

　　   　佐々木 駿 さん
　　　　     （和田 原区）

略歴・活動
1989年千葉県生まれ。大学卒業後、
映像制作会社や新聞社に勤務。そ
の後、小さなカフェを開業。料理の
傍ら作家として絵画制作にも取り組
む。現在は地域おこし協力隊として
立岩和紙に携わる。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
が
町
民
の
皆
様
を
訪
れ
、意
見
や
活
動
を
お
聞
き
し
ま
す
。

    

ど
う
し
て
長
和
町
に
？

   

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
絵

画
制
作
の
一
つ
に
銅
版
画
が
あ
り
ま

す
。
版
画
用
紙
に
扱
う
和
紙
を
自
分

で
作
っ
て
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

思
い
返
せ
ば
、
バ
ッ
グ
な
ど
の
和
紙

製
品
を
長
く
愛
用
し
て
い
た
り
、〝
和

紙
〟
と
い
う
素
材
の
面
白
さ
に
以
前

か
ら
魅
力
を
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
た
ま
た
ま
目
に
し
た
の

が
立
岩
和
紙
の
伝
承
に
取
り
組
む
協

力
隊
の
募
集
記
事
。
立
岩
和
紙
。
調

べ
て
も
よ
く
分
か
ら
ず
、
直
接
足
を

運
ぶ
も
の
の
、お
蕎
麦
屋
さ
ん
？
販

売
さ
れ
て
い
る
の
か
も
誰
が
作
っ
て

い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
、
そ
ん
な

状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

実
態
を
つ
か
め
な
い
の
に
募
集
が
あ

る
こ
と
に
好
奇
心
を
抱
き
、
２
０
２ 

２
年
冬
に
移
住
。
和
紙
を
テ
ー
マ
に

新
た
な
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

   

ど
ん
な
仕
事
を
？

   

立
岩
和
紙
の
伝
承
や
発
信
活
動

を
軸
に
、
紙
漉
き
に
つ
い
て
は
、
原

料
作
り
か
ら
工
程
の
明
確
化
・
記
録

作
成
、
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
楮
こ
う
ぞ

の
収
量
確
保
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
や
、
老
朽
化
し
た
備

品
の
調
達
・
情
報
収
集
、
和
紙
作
品

の
展
示
を
通
じ
た
魅
力
発
信
な
ど
、

和
紙
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

動
き
を
し
て
い
ま
す
。

   

和
紙
作
り
で
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
は
？

   

常
に
現
状
を
客
観
的
に
分

析
・
把
握
し
て
未
来
に
つ
な
げ

る
た
め
の
視
点
を
持
ち
、
な
に

よ
り
和
紙
の
可
能
性
を
信
じ
る

こ
と
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
立
岩
和
紙
は
障
子
紙
と

い
う
認
識
が
強
く
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
、
今
そ
の
色
合
い

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
歴

史
と
伝
統
を
一
緒
く
た
に
捉
え
る
こ

と
で
可
能
性
を
閉
ざ
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
３
０
０
年
の
歴
史
と

い
う
文
言
を
謳
お
う
と
誰
が
見
て
も

現
状
は
見
抜
か
れ
ま
す
の
で
、
幾
度

と
途
絶
え
て
き
た
歴
史
を
真
摯
に
受

け
止
め
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
伝
統

は
進
化
の
延
長
に
あ
り
、
伝
承
は
継

続
す
る
人
の
意
思
で
繋
が
れ
て
い
く

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
紙

漉
き
と
い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
残 

っ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
町
に
と
っ
て

の
財
産
で
す
。
そ
の
財
産
を
つ
な
い

で
き
た
多
く
の
方
に
感
謝
し
、
今
の

時
代
、
そ
し
て
そ
の
先
の
景
色
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。


